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総会出席者のご確認

会 場

ホテルグランヴィア京都
〒600-8216 京都市下京区烏丸通塩小路下ル JR 京都駅中央口（京都駅ビル内）

☎075-344-8888

☆ご出席の方へは総会約1週間前に確認のお電話をしております。
出席のお返事を出されたにも関わらず電話がない場合は、郵便事
故の可能性もありますので、恐れ入りますが当日の5日前までには
事務局までお問い合わせくださいますよう、お願いいたします。

※万一締切を過ぎた場合でも参加希
望の方は事務局にご相談ください。

10月13日（金）
までにご返信願います。

参加された方には
同窓会オリジナルグッズを
差し上げます

出欠回答の締切日

日 時

当面の予定

参加資格

令和5年 10月28日（土）
＊ 講演会
＊ 総会
＊ 懇親会

14時 00分～ 15時 00分　（受付 13時 30分～）
15時 00分～ 15時 30分　（15時 30分～　集合写真を撮影します）
16時 00分～ 18時 00分

14時～18時

令和5年京都大学経済学同窓会　総会メールアドレス登録・
オンライン経済懇話会ご案内

ホテルグランヴィア京都　※写真はイメージです

講 演

「公共交通の経済分析」

講師
京都大学大学院経済学研究科・経済学部 教授 文 世一 氏

懇親会
懇親会費
学生会員・同伴者

（着席ビュッフェスタイル）5,000円 
3,000円 当日、受付にてお納めください

人口減少と自動車依存の進行により、鉄道、バスなどの公共交通の持続可能性が問題となっ
ている。
講演では、公共交通のあり方について考察するとともに、MaaS のような新しい公共交通
システムにおける課題について解説する。

ココロの経済学 炭素生産性の解明（仮題）

今年度より、同窓会のサービス向上を目的に全国の経済学部同窓会
会員の皆様に対して、本学の教員が講師を務める「オンライン経済
懇話会」を開始します。

メールアドレスの登録がまだの皆様は、この機会に是非ご登録ください。
左記の QRコードからメールアドレスの新規登録（または変更）の手続きをお
願いします。
参加資格のある「会員」の皆様には、開催日の 1ヶ月前までに「オンライン
経済懇話会」のご案内（Zoom 用 URL）をメールにてお送りします。
メールが届いていない場合は事務局までご連絡ください。

依田 高典 先生

◆メールアドレスを登録済の方

◆過去 3年間に一度でも年会費をお支払いになられた「会員」の方

メールアドレス登録
のQRコード

自動返信メールが届いて「登録完了」となりますので、登録されたメールを必ず
ご確認ください。

連絡先：京都大学経済学部同窓会
Tel： 075-753-3419

E-mail: dosokai@econ.kyoto-u.ac.jp
（月・火・木・金　10時～16時※12：00～13：00を除く ／水・土日祝　休）

※上記Googleフォームからうまく登録ができない方は、下記のメールアドレス宛に、
　ご氏名（フリガナ）・卒年・ご連絡先をご記入の上、メールにて送信してください。

京都大学経済学研究科 研究科長

2023年11月18日（土）

演題

｜行動経済学から読み解く人間のふしぎ｜

岡 敏弘先生
京都大学経済学研究科 教授

2024年7月13日（土）

演題
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私
は
２
０
２
１
年
度
か
ら
２
０
２
２
年
度

ま
で
経
済
学
研
究
科
長
・
経
済
学
部
長
を
拝

命
し
、
２
０
２
３
年
度
は
１
年
間
の
再
任
を

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
間
の
経
済
学
研
究

科
・
経
済
学
部
の
取
組
を
入
学
試
験
・
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
改
革
・
産
学
連
携
・
国
際
研
究
力

強
化
の
４
点
か
ら
ご
説
明
し
ま
す
。

第
一
に
、
入
学
試
験
の
取
組
で
す
。
現

在
、
経
済
学
部
で
は
、
一
般
文
系
（
１
８
０

名
）
・
一
般
理
系
（
25
名
）
・
特
色
文
系

（
15
名
）
・
特
色
理
系
（
10
名
）
・
外
国
学

校
出
身
（
10
名
）
と
い
う
多
様
性
の
あ
る
選

抜
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
入
学
試
験
の
難
易

度
は
、
東
大
文I

・
文II

・
京
大
法
と
並
ん

で
、
最
難
関
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
今
後
の

課
題
と
し
て
は
、
現
在
は
35
名
に
留
ま
る
理

系
人
材
と
２
割
程
度
に
留
ま
る
女
子
学
生
の

増
大
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

第
二
に
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
の
取
組
で

す
。
現
在
、
経
済
学
研
究
科
・
経
済
学
部
で

は
、
経
済
学
を
主
専
攻
、
デ
ー
タ
科
学
を
副

専
攻
と
し
て
、
文
理
融
合
教
育
に
努
め
て
い

ま
す
。
現
在
は
、
２
回
生
時
に
第
二
外
国
語

の
代
わ
り
に
デ
ー
タ
科
学
科
目
を
選
択
で
き

る
デ
ー
タ
科
学
選
択
制
度
を
導
入
し
て
い
ま

す
が
、
２
０
２
５
年
度
か
ら
は
第
二
外
国
語

の
代
わ
り
に
デ
ー
タ
科
学
科
目
を
必
修
化
し

ま
す
。
他
方
で
、
外
国
学
校
出
身
者
ほ
か
向

け
に
、
語
学
力
を
重
視
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
置
し
ま
す
。
ま

た
、
３
回
生
前
期
時
点
で
、
上
位
２
割
を
在

学
時
成
績
優
秀
者
と
し
て
認
定
し
、
希
望
者

に
は
大
学
院
生
科
目
の
履
修
を
認
め
、
５
年

間
一
貫
で
学
士
・
修
士
を
併
修
で
き
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
設
置
し
、
毎
年
10
名
程
度
の
学
生

が
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

第
三
に
、
産
学
連
携
の
取
組
で
す
。
現

在
、
経
済
学
部
で
は
、
５
つ
の
ス
ポ
ン
サ
ー

企
業
か
ら
寄
附
講
義
を
設
置
し
て
頂
き
、
就

職
活
動
の
始
ま
る
２
回
生
か
ら
、
実
務
的
な

知
識
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し
、
同
窓
会
特

別
学
生
会
員
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
に
も
ご
協
力

を
頂
い
て
い
ま
す
。

第
四
に
、
国
際
研
究
力
強
化
の
取
組
で

す
。
京
都
大
学
は
、
国
際
卓
越
研
究
大
学
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
申
請
を
し
て
い
ま
す
が
、
Ｔ
ｏ

ｐ
10
％
の
高
被
引
用
論
文
が
重
視
さ
れ
る
の

で
、
全
教
員
・
全
論
文
の
出
版
数
・
被
引
用

数
を
見
え
る
化

し
互
い
に
切
磋

琢
磨
し
て
い
ま

す
。
最
も
優
れ

た
研
究
力
の
あ

る
教
員
に
は
、

特
別
研
究
教
員

の
称
号
を
付
与

し
、
研
究
専
念

の
待
遇
を
与
え

て
い
ま
す
。
大

学
院
生
に
対
し

て
は
、
民
間
寄

付
金
を
用
い

て
、
全
て
の
博

士
後
期
大
学
院

生
が
何
ら
か
の

生
活
支
援
を
受

け
ら
れ
る
制
度

を
始
め
ま
し

た
。
最
後
に
、

高
田
保
馬
記
念

講
演
を
設
置

し
、
国
際
的
に

優
れ
た
研
究
者

を
招
聘
し
、
研

究
報
告
を
頂
く

機
会
を
増
や
し

て
い
き
ま
す
。

以
上
が
、
私

が
部
局
長
と
し

て
取
組
ん
で
き

た
主
な
事
項
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
海
外

の
ト
ッ
プ
校
の
背
中
は
依
然
と
し
て
遠
く
、

我
々
の
努
力
は
未
だ
に
及
び
ま
せ
ん
。
今
後

も
来
し
方
百
年
の
良
き
伝
統
は
守
り
つ
つ

も
、
行
く
先
百
年
で
は
改
革
を
怖
れ
ず
に
進

ん
で
い
き
ま
す
。
ど
う
か
同
窓
会
の
皆
さ
ま

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
私
た
ち
の
取
組
を
温

か
く
お
見
守
り
下
さ
い
。

京都大学経済学研究科・
　　　　　経済学部の取組

京都大学経済学研究科長・経済学部長　　依 田  高 典
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●名誉教授 近況報告

京都大学名誉教授
本 山  美 彦

種子争奪戦が
本格化する気配

世
界
中
で
ヘ
ン
リ
ー
・
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
（Henry Kissinger

、
１

９
２
３
年
～
）
の
名
言
と
し
て
流
布
さ
れ
て
い
る
言
葉
が
あ
る
。 

た
だ

し
、
本
人
が
こ
の
よ
う
な
発
言
を
し
た
と
い
う
根
拠
は
な
い
。

「
食
糧
供
給
を
支
配
す
る
者
は
人
々
を
支
配
す
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
支

配
す
る
者
は
全
大
陸
を
支
配
で
き
る
。
貨
幣
を
支
配
す
る
も
の
は
世
界
を

支
配
で
き
る
」
。

確
か
に
名
言
で
あ
る
。
し
か
し
、
典
拠
が
ま
っ
た
く
示
さ
れ
ず
に
、
こ

の
種
の
言
葉
が
著
名
人
に
よ
っ
て
発
さ
れ
た
と
す
る
無
責
任
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ

の
書
き
込
み
を
、
無
批
判
に
引
用
し
て
し
ま
う
評
論
家
が
多
い
。 

そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
言
葉
は
、
今
日
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
に
ぴ
っ
た

り
符
合
す
る
。
今
後
、
世
界
の
国
々
が
、
食
料
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
獲
得
競

争
に
乗
り
出
す
こ
と
は
必
至
で
あ
る
。
そ
の
競
争
に
則
っ
て
、
欧
米
の
金

融
資
本
は
、
自
国
の
軍
需
産
業
と
と
も
に
、
莫
大
な
利
益
を
む
さ
ぼ
る
よ

う
に
な
る
だ
ろ
う
。

２
０
２
０
年
の
「
ピ
ュ
ー
リ
ッ
ツ
ア
ー
」
賞
受
賞
者
の
ク
リ
ス
ト

フ
ァ
ー
・
ム
ー
ニ
ー
（Christopher M

ooney

、
１
９
７
７
年
～
）
が

『
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
』
紙
に
投
稿
し
た
「
種
子
バ
ン
ク
」
に
関
す
る

論
文
は
、
将
来
起
こ
り
得
る
種
子
争
奪
戦
を
予
測
し
た
も
の
で
あ
る
。

投
稿
論
文
の
タ
イ
ト
ル
は
、
「
な
ぜ
世
界
は
『
世
界
終
末
日
』
に
備
え

た
地
下
シ
ェ
ル
タ
ー
に
非
常
に
多
く
の
種
子
を
保
管
し
て
い
る
の
か
」
と

い
う
長
い
も
の
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
に
拠
点
を
置
く
国
際
的
な
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
「
ク
ロ
ッ
プ
・
ト

ラ
ス
ト
」
（Crop Trust

）
と
い
う
財
団
が
あ
る
。
こ
の
財
団
が
、
２
０

０
４
年
以
来
、
世
界
中
の
い
わ
ゆ
る
「
遺
伝
子
バ
ン
ク
」

（G
enebanks

）
と
接
触
し
、
資
金
や
研
究
器
具
を
提
供
し
た
り
、
各

種
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
た
り
し
て
、
世
界
中
か
ら
多
様
な
種
子
の
遺
伝
子

を
蒐
集
し
て
き
た
。
ク
ロ
ッ
プ
・
ト
ラ
ス
ト
に
よ
る
と
、
86
万
種
以
上
の

種
子
が
、
北
極
圏
の
「
ス
ヴ
ァ
ー
ル
バ
ル
島
」
の
氷
で
閉
ざ
さ
れ
た
地
下

シ
ェ
ル
タ
ー
に
貯
蔵
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

多
様
な
種
子
を
大
量
に
保
管
し
て
お
く
目
的
は
、
現
在
の
人
々
の
食
料

が
不
足
し
た
時
に
放
出
す
る
と
い
う
対
症
療
法
的
な
も
の
で
は
な
く
、
新

し
い
食
品
を
作
る
た
め
に
必
要
な
遺
伝
情
報
を
保
存
し
て
、
世
界
戦
争
と

か
深
刻
な
気
候
変
動
、
人
口
爆
発
等
々
に
よ
っ
て
、
世
界
が
終
末
の
危
機

に
直
面
し
た
と
き
に
、
激
変
し
た
環
境
の
下
で
も
生
育
で
き
る
新
品
種
の

食
料
を
創
り
出
す
た
め
の
研
究
用
に
使
う
た
め
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い

る
。こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
２
０
０
４
年
の
開
設
以
来
、
５
億
ド
ル
も

の
寄
付
金
が
寄
せ
ら
れ
た
と
い
う
。

寄
付
金
は
、
米
、
英
、
独
、
イ
ン
ド
、
エ
チ
オ
ピ
ア
な
ど
の
政
府
や

「
ビ
ル
＆
メ
リ
ン
ダ
・
ゲ
イ
ツ
財
団
」
な
ど
の
幅
広
い
層
か
ら
提
供
さ
れ

て
い
る
。

確
か
に
、
こ
の
種
の
研
究
は
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
は
不
可

欠
の
前
提
が
あ
る
。

極
北
の
極
寒
の
氷
室
の
中
に
、
世
界
の
種
子
を
貯
蔵
す
る
こ
と
に
は
、

世
界
市
民
が
共
同
で
研
究
し
続
け
る
と
い
う
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
前
提
に
疑
問
符
が
付
く
事
件
が
２
０
１
５
年
９
月
に
生

じ
た
。
シ
リ
ア
の
ア
レ
ッ
ポ
に
拠
点
を
置
く
「
国
際
乾
燥
地
域
農
業
研
究

セ
ン
タ
ー
」
（IC

RD
A

）
と
い
う
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。
こ
の
セ
ン
タ
ー

は
、
集
め
た
種
子
を
ス
ヴ
ァ
ー
ル
バ
ル
に
預
け
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
シ

リ
ア
内
戦
が
激
化
し
た
た
め
に
、
同
セ
ン
タ
ー
は
、
ベ
イ
ル
ー
ト
に
避
難

し
た
。
そ
の
際
、
ア
レ
ッ
ポ
に
保
管
し
て
い
た
種
子
を
持
ち
出
す
余
裕
は

な
か
っ
た
。
ベ
イ
ル
ー
ト
で
研
究
を
再
開
す
る
た
め
に
、
同
セ
ン
タ
ー

は
、
ス
ヴ
ァ
ー
ル
バ
ル
に
預
け
て
い
た
種
子
の
引
き
出
し
を
ク
ロ
ッ
プ
・

ト
ラ
ス
ト
に
願
い
出
た
。
ク
ロ
ッ
プ
・
ト
ラ
ス
ト
と
し
て
は
初
め
て
の
こ

と
で
あ
る
が
、
そ
の
引
き
出
し
要
求
に
応
じ
た
。      

こ
の
こ
と
は
、
種
子
の
国
際
的
協
同
保
管
と
い
う
大
義
が
、
い
ず
れ
崩

れ
る
だ
ろ
う
こ
と
を
予
感
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
戦
乱
や
食
糧
危
機
が
世

界
中
に
蔓
延
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
有
力
国
は
競
っ
て
種
子
を
自
国
に
取

り
込
も
う
と
す
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
ク
ロ
ッ
プ
・
ト
ラ
ス
ト
は
「
世

界
の
終
末
に
備
え
て
」
と
い
う
殺
し
文
句
で
、
世
界
の
研
究
所
の
賛
意
を

い
ま
の
と
こ
ろ
得
て
は
い
る
が
、
い
ず
れ
世
界
は
バ
ラ
バ
ラ
に
動
く
可
能

性
が
あ
る
。
事
実
、
ロ
シ
ア
の
侵
攻
を
受
け
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
種
子
バ
ン

ク
は
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。

自
国
の
種
子
の
研
究
に
関
す
る
機
密
情
報
が
国
際
的
資
本
に
漏
洩
し
た

一
つ
の
事
例
を
示
そ
う
。

「
国
際
稲
研
究
所
」
（IRRI

）
と
い
う
ア
ジ
ア
で
最
古
か
つ
最
大
の
稲

の
種
子
研
究
所
が
あ
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ロ
ス
バ
ニ
ョ
ス
に
本
拠
を
置

き
、
ア
ジ
ア
と
ア
フ
リ
カ
の
14
か
国
に
出
先
機
関
を
持
つ
著
名
な
研
究
所

で
あ
る
。
こ
の
研
究
所
は
、
１
９
６
０
年
に
、
フ
ォ
ー
ド
財
団
と
ロ
ッ
ク

フ
ェ
ラ
ー
財
団
か
ら
の
出
資
を
得
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
に
よ
っ
て
設
立

さ
れ
た
。
こ
のIRRI

が
、
同
じ
く
国
際
的
に
著
名
で
あ
っ
た
イ
ン
ド
の
オ

リ
ッ
サ
州
カ
タ
ッ
ク
に
あ
る
「
中
央
稲
研
究
所
」
（C

RRI

）
を
解
体
し

て
、
こ
こ
の
研
究
成
果
を
秘
密
裏
に
得
て
、
あ
の
「
緑
の
革
命
」
を
実
現

さ
せ
た
の
で
あ
る
。
中
心
的
に
動
い
た
の
は
、
「
イ
ン
デ
ィ
ラ
・
ガ
ン

ジ
ー
農
業
大
学
」
（IG

A
U

）
で
あ
っ
た
。
こ
の
大
学
は
、
多
国
籍
ア
グ

リ
ビ
ジ
ネ
ス
企
業
で
あ
る
シ
ン
ジ
ェ
ン
タ
と
提
携
し
て
い
た
。

本
稿
は
、
今
年
の
１
月
17
日
に
上
梓
し
た
拙
著
『
「
協
同
労
働
」
が
拓

く
社
会

－

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
平
和
を
目
指
し
て
』
（
文
眞
堂
）
か
ら
引
用

し
た
も
の
で
あ
る
。
典
拠
は
こ
の
本
で
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
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昨
年
10
月
に
昭
和
46
年
卒
業
生
の
卒
業

50
周
年
記
念
同
窓
会
が
開
催
さ
れ
て
カ
メ

ラ
マ
ン
を
担
当
致
し
ま
し
た
。
そ
の
ご
縁

で
本
欄
に
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
写
真
の
経
歴
】

「
趣
味
は
写
真
で
す
」
と
言
う
よ
う
に

な
っ
て
30
年
に
な
り
ま
す
。
も
と
も
と
は

家
族
写
真
程
度
で
し
た
が
中
判
カ
メ
ラ
を

使
い
だ
し
て
か
ら
深
み
に
は
ま
り
ま
し

た
。
ブ
ロ
ー
ニ
ー
と
い
う
紙
巻
き
の
フ
イ

ル
ム
で
１
枚
が
６
㎝
×
７
㎝
で
す
。
中
判

カ
メ
ラ
の
中
で
も
特
に
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
蛇

腹
式
の
カ
メ
ラ
で
し
た
。
三
脚
が
必
須
、

ル
ー
ペ
を
の
ぞ
い
て
ピ
ン
ト
合
わ
せ
、
露

出
計
で
測
っ
て
絞
り
・
シ
ャ
ッ
タ
ー
ス

ピ
ー
ド
設
定
、
な
ど
す
べ
て
手
動
で
、
１

枚
写
す
の
に
最
低
10
分
、
通
常
は
１
カ
所

30
分
く
ら
い
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。

２
０
０
０
年
代
に
入
る
と
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
の
性
能
が
上
が
り
ま
し
た
。
一
千
万

画
素
は
35
㎜
フ
イ
ル
ム
と
同
等
で
、
二
千

万
画
素
に
な
る
と
中
判
フ
イ
ル
ム
と
同
等

に
な
っ
た
の
で
デ
ジ
カ
メ
に
乗
り
換
え
ま

し
た
。
今
は
四
千
五
百
万
画
素
の
カ
メ
ラ

を
使
っ
て
い
ま
す
。

【
デ
ジ
タ
ル
修
整
】

デ
ジ
カ
メ
は
簡
便
で
色
々
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
、
私
が
活
用
す
る
の
は
修
整
可
能
の
点

で
す
。
「
レ
タ
ッ
チ
：
修
正
・
補
筆
」
、

「
オ
マ
ー
ジ
ュ
：
引
用
・
真
似
る
」
な
ど

の
言
葉
を
使
い
ま
す
が
、
要
は
歪
曲
・
捏

造
で
す
。

フ
イ
ル
ム
カ
メ
ラ
で
は
風
景
写
真
の
撮

影
時
に
最
も
良
い
場
所
を
選
ん
で
も
、
手

前
に
電
柱
・
電
線
・
看
板
な
ど
が
あ
れ
ば

位
置
を
変
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

修
整
可
能
な
ら
、
最
適
の
場
所
で
撮
影

し
て
後
で
邪
魔
物
を
消
せ
ば
Ｏ
Ｋ
で
す
。

写
真
と
は
真
実
を
写
す
と
書
き
ま
す
。

警
察
の
鑑
識
課
が
殺
人
事
件
の
現
場
撮
影

す
る
に
は
問
題
で
す
が
、
洒
落
で
遊
ん
で

い
る
の
で
歪
曲
・
捏
造
も
趣
味
の
う
ち
と

考
え
て
い
ま
す
。

撮
影
は
一
瞬
で
も
パ
ソ
コ
ン
で
の
修
整

加
工
は
ネ
チ
ネ
チ
と
こ
ね
く
り
回
し
て
２

日
も
３
日
も
遊
べ
ま
す
。
金
の
か
か
ら
な

い
暇
つ
ぶ
し
で
す
。
←
こ
れ
が
最
大
の
利

点【
写
す
対
象
】

写
す
対
象
は
、
富
士
山
、
桜
、
紅
葉
、

な
ど
の
風
景
写
真
で
す
。

◦
新
幹
線
試
験
車
ド
ク
タ
ー
イ
エ
ロ
ー

(

７
両)

。
「
ド
ク
タ
ー
イ
エ
ロ
ー
を
見
る
と

幸
福
に
な
れ
る
」
と
い
う
都
市
伝
説
が
あ

り
ま
す
。
運
行
予
定
日
の
裏
情
報
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
掲
示
さ
れ
て
い
て
、
有
名

な
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
に
は
撮
り
鉄
マ
ニ
ア
が

多
数
い
ま
す
。

◦
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
富
士(

富
士
山
頂
に
日

没)

。
太
陽
は
冬
至
か
ら
夏
至
に
か
け
て
移

動
し
、
富
士
山
を
基
点
に
し
て
撮
影
位
置

が
毎
日
移
動
し
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
本
日
の
撮
影
場
所
が
掲
示
さ
れ
て
、
ヒ

マ
な
ジ
ジ
ー
が
集
ま
り
ま
す
。

◦
パ
ー
ル
富
士(

富
士
山
頂
か
ら
月
の

出)

。
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
富
士
は
晴
れ
た
日
に

は
毎
日
撮
れ
ま
す
が
、
パ
ー
ル
富
士
は
大

変
で
す
。
月
の
出
は
毎
日
50
分
ず
れ
て
い

き
ま
す
。
昼
間
は
明
る
す
ぎ
て
月
が
写
ら

ず
、
夜
中
は
暗
す
ぎ
て
富
士
が
写
り
ま
せ

ん
。
月
と
富
士
山
の
両
方
が
写
る
の
は
日

没
頃
の
薄
暗
い
時
間
帯
で
、
満
月
前
後
の

２
～
３
日
に
限
ら
れ
ま
す
。

◦
信
任
状
捧
呈(

ほ
う
て
い)

式
。
新
任
の

外
国
大
使
は
母
国
か
ら
の
信
任
状
を
天
皇

陛
下
に
捧
呈
し
ま
す
。
こ
の
時
、
東
京
駅

貴
賓
室
か
ら
皇
居
ま
で
馬
車
で
送
迎
し
ま

す
。
東
京
駅
の
レ
ン
ガ
と
馬
車
が
中
世
の

西
洋
の
城
の
よ
う
で
す
。

【
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
】

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
で
選
ば
れ
る
の
は
「
過

去
に
類
の
無
い
、
新
機
軸
」
の
も
の
で

す
。
私
が
好
む
「
ま
る
で
絵
葉
書
の
よ
う

な
写
真
」
は
入
選
し
ま
せ
ん
。

各
種
の
コ
ン
テ
ス
ト
の
中
で
「
修
整
を

問
わ
な
い
」
コ
ン
テ
ス
ト
に
２
回
入
選
し

ま
し
た
。

①
栃
木
県
小
山(

お
や
ま)

市
、

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

{

買
物
券
５
千
円}

②
港
区
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

{

買
物
券
７
千
円
＋　
　
　
　

は
と
バ
ス
優
待
券
４
千
円}

【
古
い
フ
イ
ル
ム
】

長
年
撮
影
し
て
き
た
フ
イ
ル
ム
が
大
量

に
た
ま
っ
て
い
た
の
で
、
終
活
の
た
め
約

半
年
か
け
て
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
殆
ど
廃
棄

し
ま
し
た
。
せ
っ
か
く
デ
ジ
タ
ル
化
し
た

の
で
古
い
写
真
を
ネ
チ
ネ
チ
と
修
整
し
て

失
敗
写
真
を
救
済
し
ま
し
た
。

【
最
近
は
マ
ン
ホ
ー
ル
を
】

コ
ロ
ナ
の
た
め
遠
出
が
で
き
ず
近
隣
の

デ
ザ
イ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル
を
撮
っ
て
い
ま

す
。
各
地
の
市
役
所
の
下
水
道
課
は
地
味

な
マ
ン
ホ
ー
ル
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
お

う
と
、
地
元
ゆ
か
り
の
人
物
や
ア
ニ
メ
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
マ
ン
ホ
ー
ル
に
し
て
い

ま
す
。
汚
れ
や
キ
ズ
を
ネ
チ
ネ
チ
と
修
整

し
て
い
ま
す
。

「
趣
味
は
マ
ン
ホ
ー
ル
の
掃
除
で
す
」

の
今
日
こ
の
頃
で
す
。

写
真
作
例
は
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

会
報
欄
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

原画 修整後
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今
か
ら
振
り
返
れ
ば
、
悲
喜
交
々
・
い

ろ
い
ろ
な
「
こ
と
」
が
あ
り
過
ぎ
た
と
は

い
え
、
私
達
、
記
念
同
窓
会
の
幹
事
会

は
、
２
０
１
９
年
６
月
７
日
経
済
学
部
・

同
窓
会
・
田
中
彰
教
授
・
常
務
理
事
と

同
・
事
務
局
・
田
村
利
恵
さ
ん
と
の
打
合

わ
せ
か
ら
始
ま
り
、
２
０
２
３
年
１
月
３０

日
の
メ
ン
バ
ー
へ
の
同
窓
会
の
写
真
・
印

刷
物
の
郵
送
完
了
ま
で
、
４
年
続
い
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
間
、
在
京
幹
事
５

人
と
は
リ
モ
ー
ト
で
、
在
阪
・
在
洛
幹
事

７
人
と
は
ど
ん
な
時
も
京
大
・
同
窓
会
室

に
必
ず
集
ま
っ
て
の
幹
事
会
な
の
で
、
時

に
は
始
め
か
ら
飲
み
会
の
よ
う
な
雰
囲
気

の
中
で
進
み
、
議
事
は
次
々
と
合
意
さ
れ

て
い
き
ま
し
た
。
わ
ず
か
な
賢
人
が
い
た

お
か
げ
で
し
ょ
う
か
。
標
記
、
記
念
同
窓

会
は
、
２
０
２
２
年
１０
月
２７
日
（
木
）
13

時
～
15
時
30
分
、
京
大
・
本
部
時
計
台
記

念
館
・
国
際
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
、
定

刻
前
に
は
出
席
者
42
人
は
ゼ
ミ
毎
に
６
～

８
人
の
単
位
で
、
各
テ
ー
ブ
ル
に
分
か
れ

て
着
席
。

ご
来
賓
の
、
依
田
高
典
経
済
学
部
長
、

諸
富
徹
教
授
・
同
窓
会
常
務
理
事
、
山
田

浩
之
名
誉
教
授
、
池
上
惇
名
誉
教
授
、
田

村
利
恵
さ
ん
・
同
窓
会
事
務
局
が
着
席
さ

れ
て
、
29
人
の
同
窓
物
故
者
へ
の
黙
禱
で

開
会
と
な
り
ま
し
た
。
次
い
で
、
依
田
学

部
長
の
ご
祝
辞
、
諸
富
教
授
の
同
窓
会
報

告
の
後
、
山
田
名
誉
教
授
が
乾
杯
の
ご
発

声
を
さ
れ
ま
し
た
。
90
才
の
山
田
先
生

は
、
一
週
間
前
に
高
熱
で
緊
急
入
院
、
一

昨
日
に
退
院
さ
れ
て
の
乾
杯
で
、
更
に
、

こ
の
日
も
最
後
ま
で
談
笑
さ
れ
た
後
、
８

人
の
本
日
出
席
の
山
田
ゼ
ミ
Ｏ
Ｂ
と
早
々

に
会
場
を
跡
に
さ
れ
て
、
次
へ
行
か
れ
た

よ
う
で
す
？
。
気
力
・
体
力
・
執
念
に
は

改
め
て
驚
き
ま
し
た
。

ま
た
、
司
会
の
渡
辺
徹
志
君
の
軽
妙
な

進
行
で
、
３
分
間
ス
ピ
ー
チ
も
か
な
り
進

ん
だ
頃
に
、
89
才
の
恩
師
池
上
惇
先
生
が

指
名
さ
れ
ま
す
と
、
自
ら
お
立
ち
に
な

り
、
前
方
へ
進
ま
れ
、
が
っ
し
り
と
両
手

で
マ
イ
ク
を
握
り
し
め
て
、
張
り
の
あ
る

大
き
な
声
で
「
皆
さ
ん
は
、
ま
だ
ま
だ
若

い
・
・
・
！
も
っ
と
も
っ
と
勉
強
す
る
よ

う
に
・
・
・
！！！
」
と
檄
が
飛
び
、
驚
く
や

ら
、
感
動
す
る
や
ら
、
大
い
に
会
場
は
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
終
盤
に
「
琵
琶
湖
周

航
の
歌
」
の
斉
唱
と
な
り
、
50
年
の
過
ぎ

し
時
日
を
回
想
し
且
つ
青
春
時
代
を
呼
び

起
こ
す
締
め
と
な
り
ま
し
た
。
予
定
通

り
、
15
時
30
分
集
合
写
真
を
撮
り
終
え
て

再
会
を
誓
い
な
が
ら
京
大
時
計
台
記
念
館

を
跡
に
し
ま
し
た
。

当
日
の
出
席
者
47
人
、
近
況
報
告
を
寄

稿
す
る
も
出
席
で
き
な
か
っ
た
１
２
０

人
、
本
人
ま
た
は
ご
家
族
の
体
調
不
良
で

参
加
で
き
な
か
っ
た
10
人
余
り
、
な
ど
へ

配
布
す
る
た
め
の
写
真
の
現
像
・
焼
増
し

５
５
０
枚
、
近
況
報
告
集
の
増
刷
１
７
０

冊
、
郵
送
の
た
め
の
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
ラ
イ

ト
、
ス
マ
ー
ト
レ
タ
ー
１
２
０
枚
購
入
な

ど
、
思
わ
ぬ
、
時
間
と
費
用
を
要
し
ま
し

た
が
、
２
０
２
３
年
１
月
３０
日
に
す
べ
て

の
作
業
・
収
支
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
幹
事
一
同
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

追
伸　

幹
事
の
中
で
も
、
チ
ャ
ー
タ
ー

メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
２
０
１
９
年
１０
月
５

日
の
大
阪
市
内
の
大
阪
倶
楽
部
で
の
在

阪
・
在
洛
幹
事
会
に
初
め
て
ご
出
席
さ
れ

ま
し
た
後
、
す
べ
て
の
幹
事
会
に
ご
出
席

さ
れ
ま
し
た
、
岡
本
博
公
君
が
２
０
２
１

年
１０
月
１８
日
に
突
然
ご
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。　同

窓
生
一
同
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
と
共
に
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

（
文
責　

田
尻
和
夫
・
八
木
長
三
郎
・

出
田
善
蔵
）

京
都
大
学

経
済
学
部

卒
業
50
周
年
記
念
同
窓
会
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ナ
ー
も
設
け
て
、
大
変
盛
り
上
が
っ
た
と

思
い
ま
す
。
尾
崎
安
彦
さ
ん
に
卒
業
ア
ル

バ
ム
を
ス
ク
リ
ー
ン
で
映
し
出
し
て
も
ら

い
、
学
生
時
代
を
振
り
返
り
ま
し
た
。
カ

メ
ラ
マ
ン
は
多
田
和
雄
さ
ん
に
お
願
い
し

ま
し
た
が
、
二
百
枚
を
超
え
る
枚
数
で
い

つ
食
事
を
し
た
か
と
思
い
ま
す
。
最
後
は

岡
本
達
雄
さ
ん
に
締
め
く
く
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
が
、
有
意
義
な
記
念
日
と
な
り
ま

し
た
。

(

文
責　
武
田
健
作)

コ
ロ
ナ
の
た
め
、
１
年
遅
れ
と
な
っ
た

記
念
同
窓
会
で
す
が
、
従
来
の
５
月
で
は

な
く
10
月
20
日
に
、
百
周
年
時
計
台
記
念

館
で
実
施
し
ま
し
た
。
ご
来
賓
と
し
て
、

依
田
学
部
長
、
池
上
先
生
、
野
村
先
生
、

野
澤
先
生
、
同
窓
会
か
ら
諸
富
先
生
、
事

務
局
の
田
村
さ
ん
の
ご
出
席
を
得
ま
し
た

が
、
山
田
先
生
と
瀬
地
山
先
生
は
体
調
不

良
の
た
め
欠
席
で
し
た
。
ご
出
席
頂
い
た

ゼ
ミ
の
先
生
方
に
は
初
め
か
ら
ゼ
ミ
席
に

お
座
り
頂
き
、
久
し
振
り
の
身
近
な
再
会

を
楽
し
ん
で
頂
き
ま
し
た
。
全
国
か
ら
52

名
の
同
期
が
集
ま
り
ま
し
た
が
、
ド
タ

キ
ャ
ン
は
無
し
で
し
た
。
同
期
代
表
挨
拶

の
後
、
学
部
長
か
ら
御
挨
拶
を
頂
き
、
37

名
の
物
故
者
に
黙
祷
を
行
な
い
、
上
田
勉

さ
ん
の
司
会
で
始
ま
り
ま
し
た
。
振
り
返

れ
ば
、
我
々
の
学
生
時
代
は
学
園
紛
争
の

真
っ
只
中
で
、
支
部
総
会
等
で
同
期
と

会
っ
て
も
、
初
め
ま
し
て
と
い
う
ケ
ー
ス

が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
従
っ
て
、
一

番
力
を
入
れ
た
の
は
名
簿
集
め
で
す
。
電

話
や
郵
便
で
は
捗
ら
な
い
と
思
い
、
メ
ー

ル
で
連
絡
す
る
こ
と
に
し
て
、
先
ず
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
集
め
に
没
頭
し
ま
し
た
。

会
っ
た
こ
と
も
な
く
、
名
前
も
知
ら
な

か
っ
た
同
期
と
メ
ル
友
に
な
り
ま
し
た
。

物
故
者
を
除
き
有
資
格
者
２
２
７
名
の

内
、
１
５
３
名
の
ア
ド
レ
ス
を
取
得
し
、

34
名
は
ハ
ガ
キ
で
対
応
し
、
行
方
不
明
は

40
名
で
し
た
。
東
京
・
大
阪
で
約
10
名
ず

つ
の
幹
事
の
皆
さ
ん
と
１
度
だ
け
リ
ア
ル

の
幹
事
会
を
行
な
い
、
後
は
コ
ロ
ナ
の
お

陰
で
普
及
し
た
ズ
ー
ム
会
議
で
全
体
幹
事

会
を
６
回
行
い
ま
し
た
が
、
初
回
は
自
己

紹
介
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
一
番
苦
労
し

た
の
は
食
事
で
す
。
コ
ロ
ナ
前
は
生
協
の

ケ
ー
タ
リ
ン
グ
を
利
用
し
て
い
ま
し
た

が
、
生
協
は
そ
れ
を
止
め
た
そ
う
で
、
コ

ロ
ナ
後
と
し
て
は
、
京
都
風
弁
当
が
良
い

と
思
い
ま
し
た
が
、
ラ
・
ト
ゥ
ー
ル
は
無

理
と
の
こ
と
で
、
百
万
遍
の
レ
ス
ト
ラ
ン

を
探
し
ま
く
り
、
皆
断
ら
れ
途
方
に
暮
れ

て
、
近
衛
通
り
の
芝
蘭
会
館
に
行
く
と
、

営
業
譲
渡
を
受
け
た
㈱
ス
テ
ッ
プ
が
開
店

パ
ー
テ
ィ
ー
を
し
て
い
ま
し
た
。
責
任
者

に
話
を
す
る
と
、
「
サ
ー
ビ
ス
し
ま
す

よ
」
と
、
大
乗
り
気
で
し
た
。
食
事
は
川

原
徹
郎
、
江
崎
芳
雄
両
氏
に
担
当
し
て
頂

き
ま
し
た
が
、
諸
方
調
べ
た
結
果
ス
テ
ッ

プ
に
決
ま
り
ま
し
た
。
ド
リ
ン
ク
コ
ー

京
都
大
学

経
済
学
部

卒
業
50
周
年
記
念
同
窓
会
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「
来
年
は
君
達
、
昭
和
37
年
卒
業
生
の

卒
業
50
周
年
記
念
同
窓
会
を
開
催
す
る
年

な
の
で
準
備
す
る
よ
う
に
」
と
の
メ
ー
ル

が
来
た
の
は
令
和
３
年
の
秋
で
し
た
。

逡
巡
し
て
い
て
も
し
か
た
な
い
の
で
声

を
掛
け
合
い
５
名
の
幹
事
団
を
結
成
し
、

過
去
の
実
施
状
況
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た

も
の
の
、
昭
和
45
年
、
46
年
卒
業
の
先
輩

方
の
同
窓
会
も
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
延
び
延

び
に
な
っ
て
い
る
中
で
今
年
は
本
当
に
開

催
で
き
る
の
か
、
開
催
し
て
も
コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
出
席
し
て
く
れ
る
の
か
、
さ
ら
に

私
達
の
学
生
時
代
は
学
園
紛
争
の
影
響
で

通
常
の
授
業
が
行
わ
れ
ず
、
机
を
並
べ
て

学
ぶ
機
会
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
分

同
期
生
と
し
て
の
絆
を
深
め
る
こ
と
が
難

し
い
状
況
に
あ
っ
た
の
で
、
同
窓
会
を
開

催
す
る
と
い
っ
て
も
ど
れ
ほ
ど
共
感
を
得

ら
れ
る
の
か
等
、
心
配
は
尽
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

年
明
け
よ
り
幹
事
間
の
メ
ー
ル
や
同
窓

会
事
務
局
の
場
所
を
借
り
て
の
幹
事
会
の

開
催
に
よ
り
、
開
催
日
時
や
場
所
を
決

め
、
４
月
に
は
案
内
状
を
作
成
、
発
送
に

漕
ぎ
つ
け
ま
し
た
。
案
内
の
対
象
は
昭
和

42
年
以
前
入
学
で
47
年
卒
業
の
方
、
昭
和

43
年
入
学
で
47
年
、
48
年
卒
業
の
方
の

内
、
逝
去
が
確
認
で
き
て
い
る
方
と
住
所

不
明
の
方
を
除
く
約
１
８
０
名
。
１
か
月

後
の
集
約
で
は
、
出
席
32
名
、
欠
席
51

名
、
大
半
は
返
信
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。夏

を
過
ぎ
る
頃
に
は
コ
ロ
ナ
禍
は
小
康

状
態
に
な
り
、
開
催
が
可
能
と
一
応
の
判

断
を
し
た
上
で
最
終
案
内
を
発
送
し
当
日

を
迎
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

開
催
日
時
は
11
月
15
日
。
場
所
は
百
周

年
時
計
台
記
念
館
国
際
交
流
ホ
ー
ル
。
卒

業
生
の
最
終
出
席
は
27
名
。

13
時
よ
り
、
湊
総
長
、
依
田
経
済
学
部

長
、
草
野
同
窓
会
常
務
理
事
代
理
、
池
上

惇
名
誉
教
授
の
ご
臨
席
を
賜
り
式
典
開

催
。総

長
、
学
部
長
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ

い
た
後
、
学
園
紛
争
の
た
め
卒
業
式
の
な

い
ま
ま
卒
業
し
た
私
達
の
た
め
、
湊
総
長

よ
り
代
表
者
に
50
年
ぶ
り
に
卒
業
証
書

（
正
式
に
は
「
合
格
証
書
」
）
を
授
与
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
16
時
ま
で
パ
ー
テ
ィ
ー
。
記
念

写
真
を
撮
り
散
会
。　

二
次
会
は
「
が
ん

こ　

二
条
苑
」
12
名
が
参
加
し
名
残
を
惜

し
み
ま
し
た
。

私
達
の
同
窓
会
は
懸
念
し
て
い
た
通
り

小
規
模
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の

分
参
加
し
た
ひ
と
り
ひ
と
り
の
思
い
は
深

く
、
濃
蜜
な
集
い
と
な
り
、
そ
れ
は
そ
れ

で
良
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。

最
後
に
準
備
段
階
か
ら
当
日
ま
で
大
変

な
ご
尽
力
を
頂
い
た
幹
事
の
皆
さ
ん
に
こ

の
紙
上
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ご
報
告

に
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

（
文
責　
小
塚
修
一
郎
）

京
都
大
学

経
済
学
部

卒
業
50
周
年
記
念
同
窓
会
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本
書
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
イ
ギ

リ
ス
航
空
機
産
業
の
発
展
過
程
を
企
業
、

国
家
、
国
家
間
関
係
を
含
め
て
総
合
的
に

考
察
し
た
。
戦
後
イ
ギ
リ
ス
が
そ
の
経
済

力
を
一
路
衰
微
さ
せ
た
と
い
う
通
説
的
見

解
を
再
検
討
し
、
航
空
機
産
業
、
と
く
に

ロ
ー
ル
ス
・
ロ
イ
ス
社
に
示
さ
れ
る
よ
う

な
競
争
力
維
持
の
側
面
が
あ
っ
た
と
主
張

し
た
。

　

第
１
部
で
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
か

ら
１
９
５
０
年
代
ま
で
の
航
空
機
産
業
の

再
編
を
分
析
し
た
。
大
戦
後
、
イ
ギ
リ
ス

は
そ
の
帝
国
版
図
お
よ
び
制
空
権
の
縮
小

に
直
面
し
た
。
航
空
機
産
業
の
強
化
は
そ

う
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
維
持

す
る
う
え
で
の
焦
点
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。

強
化
策
の
中
心
は
ジ
ェ
ッ
ト
技
術
の
開
発

で
あ
り
、
戦
後
イ
ギ
リ
ス
航
空
機
産
業
の

独
自
開
発
路
線
は
、
イ
ギ
リ
ス
国
営
エ
ア

ラ
イ
ン
に
イ
ギ
リ
ス
機
購
入
を
義
務
付
け

る
「
フ
ラ
イ
・
ブ
リ
テ
ィ
シ
ュ
」
政
策
で
あ
っ

た
が
、
ア
メ
リ
カ
ジ
ェッ
ト
機
と
の
競
争
に

敗
れ
、
こ
の
政
策
は
徐
々
に
破
綻
し
て
い
っ

た
。

　

第
２
部
は
、
１
９
６
０
年
代
の
軍
用
機

部
門
を
扱
う
。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
労
働
党
政
権

が
Ｔ
Ｓ
Ｒ
ー
２
爆
撃
機
発
注
を
キ
ャ
ン
セ

ル
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
機
体

メ
ー
カ
ー
は
最
先
端
の
軍
用
機
開
発
を
断

念
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、

イ
ギ
リ
ス
は
、
主
要
な
提
携
先
を
独
仏
な

ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
く
か
、
ア
メ
リ
カ
に
お

く
か
の
選
択
に
迫
ら
れ
た
。
そ
う
し
た
な

か
、
ア
メ
リ
カ
も
１
９
６
５
年
に
イ
ギ
リ

ス
か
ら
の
軍
需
製
品
の
購
入
を
例
外
的
に

認
め
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
は
ア

メ
リ
カ
に
傾
斜
し
た
。

　

第
３
部
は
、
イ
ギ
リ
ス
民
間
航
空
機

産
業
は
不
安
定
な
が
ら
１
９
６
０
年
代

か
ら
70
年
代
の
再
編
期
を
経
て
、
80
年

代
に
復
興
を
遂
げ
る
過
程
を
考
察
す
る
。

１
９
７
０
年
代
の
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
政
策

は
、
機
体
、
エ
ン
ジ
ン
、
エ
ア
ラ
イ
ン
い

ず
れ
も
依
然
欧
米
両
睨
み
の
戦
略
を
続
け

た
。
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
と
の
あ
い
だ
で

は
欧
州
エ
ア
バ
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
す

す
め
、
ア
メ
リ
カ
と
は
、
ロ
ッ
キ
ー
ド
社

ト
ラ
イ
ス
タ
ー
に
Ｒ
Ｂ
２
１
１
エ
ン
ジ
ン
を

供
給
し
た
。
し
か
し
優
先
さ
れ
た
の
は
ア

メ
リ
カ
と
の
提
携
で
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の

「
二
頭
の
馬
」
を
操
る
戦
略
は
１
９
７
０

年
代
後
半
も
つ
づ
き
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・

エ
ア
ロ
ペ
ー
ス
社
が
欧
州
エ
ア
バ
ス
開
発

に
復
帰
す
る
一
方
、
ロ
ー
ル
ス
・
ロ
イ
ス
社

は
ボ
ー
イ
ン
グ
社
の
新
型
機
種
に
搭
載
す

る
エ
ン
ジ
ン
契
約
を
勝
ち
取
っ
た
。

　
つ
ま
り
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
イ
ギ

リ
ス
は
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ュ
ニ
ア
パ
ー
ト
ナ
ー

と
い
う
「
新
た
な
役
割
」
を
獲
得
し
、
ア

メ
リ
カ
主
導
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に

積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
で
大
き
な
成
功

を
遂
げ
た
。
本
書
の
意
義
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
後
の
イ
ギ
リ
ス
航
空
機
産
業
の
発

展
の
経
緯
を
欧
米
と
の
関
連
を
視
野
に
入

れ
な
が
ら
包
括
的
か
つ
詳
細
に
跡
づ
け
た

こ
と
で
、
戦
後
イ
ギ
リ
ス
航
空
機
産
業
の

各
段
階
の
構
造
と
政
策
論
議
の
特
徴
を
ク

リ
ア
に
見
渡
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え

る
。



私
の
研
究

京
都
⼤
学
⼤
学
院

経
済
学
研
究
科
・
経
済
学
部
　
講
師

岩

島

　

史
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私
の
研
究
関
心
は
、
農
業
・
農
村
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

の
視
点
か
ら
、
日
本
の
「
戦
後
」
を
再
検
討
す
る

こ
と
で
あ
る
。
日
本
の
「
戦
後
」
と
い
う
時
代
は
、

平
和
、
民
主
主
義
、
経
済
成
長
と
い
う
価
値
空
間

で
示
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
よ
う
な
「
戦
後
」
と

い
う
意
味
体
系
は
、
冷
戦
体
制
と
植
民
地
、
エ
ス

ニ
シ
テ
ィ
の
問
題
、
そ
し
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
を

と
り
こ
ぼ
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
可
能
に
な
っ
た
も
の

で
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
現
在
の
「
女
性
活
躍
」

と
も
つ
な
が
る
、
戦
後
農
村
に
お
け
る
女
性
の
エ

ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
の
歴
史
を
批
判
的
に
検
討
し
て

き
た
。
戦
後
の
農
村
女
性
は
、
過
酷
な
労
働
と
封

建
的
な
制
度
に
抑
圧
さ
れ
て
い
た
状
態
か
ら
、
民

主
化
や
高
度
経
済
成
長
を
経
て
、
現
在
で
は
地

域
づ
く
り
や
新
し
い
農
業
の
担
い
手
と
し
て
「
活

躍
」
す
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
で
描

か
れ
て
き
た
。
し
か
し
農
村
女
性
の
経
験
を
こ
の

よ
う
な
単
線
的
な
発
展
の
ス
ト
ー
リ
ー
で
語
る
こ

と
は
、
社
会
の
様
々
な
非
対
称
な
構
造
と
制
約
を

不
可
視
化
し
な
が
ら
温
存
し
て
き
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
２
０
１
８
年
に
提
出
し
た
博
士
学
位

論
文
を
ベ
ー
ス
に
２
０
２
０
年
に
出
版
し
た
単
著

で
は
、
こ
の
よ
う
な
ス
ト
ー
リ
ー
を
「
エ
ン
パ
ワ
ー

メ
ン
ト
の
物
語
」と
名
付
け
た
。
社
会
開
発
の「
成

功
例
」
と
し
て
国
際
開
発
へ
の
流
用
が
め
ざ
さ
れ

る
こ
と
も
あ
る
１
９
５
０
￨
６
０
年
代
農
村
の
生

活
改
善
に
焦
点
を
あ
て
、
政
策
が
農
村
女
性
を
定

義
す
る
言
説
と
、
政
策
の
実
施
の
さ
れ
方
、
農
村

女
性
の
手
記
分
析
や
ラ
イ
フ
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
分
析
、

地
域
社
会
の
農
山
漁
業
と
経
済
、
生
活
に
関
す
る

規
範
な
ど
か
ら
、
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
の
対
象
か

つ
結
果
と
し
て
の
〈
農
村
女
性
〉
な
る
集
団
が
設

定
さ
れ
て
い
く
過
程
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。

現
在
は
、
農
業
・
農
村
の
「
家
事
」「
育
児
」

労
働
に
関
す
る
研
究
に
着
手
し
て
い
る
。
フ
ェ
ミ

ニ
ス
ト
経
済
学
で
は
１
９
６
０
年
代
後
半
か
ら
、

家
事
労
働
を
「
労
働
」
と
捉
え
て
経
済
学
的
分
析

の
俎
上
に
載
せ
る
試
み
が
続
け
ら
れ
て
き
た
が
、

近
年
、
経
済
史
の
分
野
で
も
「
生
活
」
や
再
生
産

労
働
の
分
野
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。
私
が
現
在

取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、
経
営
（
生
産
）
と
生
活

（
消
費
）
が
未
分
離
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
き
た
農

家
生
活
に
お
け
る
種
々
の
労
働
や
役
割
か
ら
、「
家

事
」「
育
児
」
が
私
領
域
と
し
て
分
離
さ
れ
、
そ

れ
ら
が
女
性
の
役
割
と
し
て
構
築
さ
れ
て
い
く
過

程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
私
的
で
ド
メ

ス
テ
ィッ
ク
な
こ
と
と
考
え
ら
れ
が
ち
な
「
家
事
」

「
育
児
」
や
「
生
活
」
と
い
う
分
野
だ
が
、
実
際

に
は
、
例
え
ば
家
庭
用
電
化
製
品
な
ど
を
通
し
て
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
冷
戦
の
地
政
学
や
市
場
経
済
、
科

学
主
義
や
近
代
家
族
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
な
ど
と
も
接

続
す
る
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
な
領
域
で
も
あ
る
。
例
え

ば
、
日
本
の
農
村
に
ま
ず
普
及
し
た
家
電
は
白
黒

テ
レ
ビ
で
あ
る
が
、
そ
の
次
に
普
及
し
た
電
気
洗

濯
機
は
、社
会
に
お
け
る
理
想
的
な
女
性
像
や「
清

潔
」
と
い
う
概
念
の
形
成
に
重
要
な
役
割
を
果
た

し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
洗
濯
機
は
、
米
国

の
技
術
導
入
に
よ
っ
て
開
発
が
開
始
さ
れ
、
米
国

由
来
の
「
広
告
」
や
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
と
い

う
販
売
戦
略
が
初
め
て
本
格
的
に
使
わ
れ
、
普
及

し
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
点
か
ら
も
冷
戦
下

で
民
主
主
義
や
女
性
解
放
の
象
徴
で
あ
ろ
う
と
し

た
米
国
の
冷
戦
戦
略
と
無
縁
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ

う
。
他
方
で
、
都
市
の
核
家
族
世
帯
で
は
、
家
電

製
品
の
導
入
は
米
国
の
消
費
生
活
と
、
家
電
を
使

い
な
が
ら
生
活
を
１
人
で
切
り
盛
り
す
る
「
主
婦
」

へ
の
あ
こ
が
れ
に
よ
っ
て
普
及
し
た
と
さ
れ
て
い
る

の
に
対
し
、
農
村
で
は
、
洗
濯
機
の
よ
う
な
省
力

家
電
の
導
入
が
、
女
性
の
過
重
労
働
を
軽
減
す
る

た
め
だ
け
で
な
く
、そ
れ
に
よ
っ
て
「
明
る
い
家
庭
」

を
作
り
、
息
子
が
農
村
に
と
ど
ま
り
、
そ
こ
に
ま

た“

嫁”

が
く
る
こ
と
、
つ
ま
り
「
家
」
の
存
続

を
可
能
に
す
る
も
の
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
た
。

地
域
社
会
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
秩
序
や
歴
史
的
文
脈
と

も
密
接
に
絡
ま
り
あ
い
な
が
ら
、
企
業
の
販
売
戦

略
や
、
政
策
に
よ
る
生
活
改
善
と
女
性
た
ち
の
グ

ル
ー
プ
活
動
を
通
し
て
、「
家
事
労
働
」
は
可
視

化
さ
れ
概
念
化
さ
れ
て
き
た
と
い
え
る
。

今
後
は
、
農
村
に
お
け
る
家
電
製
品
の
販
売
に

も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
農
業
協
同
組
合

婦
人
部
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
活
動
の
解
明
や
、
現
在

参
加
し
て
い
る
中
国
農
村
に
お
け
る
生
活
秩
序
と

ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て
の
国
際
共
同
科
研
で
の
研
究

を
手
が
か
り
に
、
東
ア
ジ
ア
農
村
に
お
け
る
「
家

事
労
働
」「
育
児
労
働
」
の
成
立
過
程
の
国
際
比

較
や
、
そ
の
冷
戦
下
で
の
地
政
学
的
意
味
に
つ
い

て
も
研
究
を
す
す
め
、
日
本
の
農
村
生
活
を
通
し

て
冷
戦
史
・
帝
国
史
を
再
検
討
し
て
み
た
い
と
考

え
て
い
る
。

教
員
の
紹
介

門
脇
　
諒

京
都
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
・
経
済
学
部 

講
師 

２
０
２
３
年
３
月
31
日　
退
職

岩
島
　
史

京
都
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
・
経
済
学
部 

講
師 

２
０
２
２
年
10
月
１
日　
着
任

【
担
当
科
目
】 

学
部
：入
門
演
習

	

特
殊
講
義　
女
性
キ
ャ
リ
ア
論

大
学
院
：ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
経
済
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平
成
11
年
卒

名
前
は
似
て
い
て
も

性
格
の
異
な
る
大
学
で

平
成
17
年
に
経
済
学
部
を
卒
業
し
ま
し
た
。
卒
業
後
は
イ
ギ
リ
ス
に
渡
っ
て
博
士
号
を

取
り
、
現
地
の
複
数
の
大
学
に
勤
務
し
て
帰
国
し
、
現
在
は
一
橋
大
学
で
教
育
研
究
に
従

事
し
て
い
ま
す
。
専
門
分
野
は
医
療
経
済
学
、
医
療
政
策
で
す
。 

こ
こ
数
年
は
、
主
に
ア
ジ
ア
と
ア
フ
リ
カ
の
低
中
所
得
国
の
医
療
保
障
の
研
究
を
行
っ

て
い
ま
す
。
日
本
以
外
で
は
、
セ
ネ
ガ
ル
、
ブ
ー
タ
ン
、
タ
イ
が
主
な
研
究
対
象
国
で
す
。

地
理
的
に
も
経
済
の
発
展
段
階
も
大
き
く
異
な
る
国
々
で
す
が
、ど
の
国
も
目
標
は
同
じ
。

国
民
全
員
が
過
度
な
費
用
負
担
無
し
で
適
切
な
保
健
医
療
を
享
受
し
、
健
康
を
維
持
で
き

る
仕
組
み
を
作
る
こ
と
で
す
。
研
究
を
通
じ
て
、
そ
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

ア
フ
リ
カ
大
陸
最
西
端
に
あ
る
セ
ネ
ガ
ル
で
は
国
民
の
大
半
が
無
保
険
で
す
。
家
族
の

誰
か
が
病
気
や
ケ
ガ
を
す
る
と
、
経
済
活
動
の
手
段
で
あ
る
田
畑
や
家
畜
を
売
っ
た
り
借

金
を
し
た
り
し
て
医
療
費
を
捻
出
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
治
療
に
よ
っ
て
健
康
を
取
り
戻

せ
て
も
、
医
療
費
の
支
払
い
に
よ
っ
て
家
計
が
破
綻
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
例

え
ば
子
供
に
教
育
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
貧
困
か
ら
抜
け
出
せ
ま
せ
ん
。

セ
ネ
ガ
ル
政
府
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
協
力
し
て
、
公
的
保
険
が
普
及
し
な
い
原
因
を
取
り
除
く

べ
く
、
僻
地
を
ま
わ
っ
て
現
地
で
暮
ら
す
人
々
の
話
を
聞
い
た
上
で
、
調
査
や
フ
ィ
ー
ル

ド
実
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
一
ヶ
月
弱
は
セ
ネ
ガ
ル
に
滞
在
す
る
生
活
を
送
っ
て
い

ま
す
。 

低
中
所
得
国
の
医
療
保
障
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
研
究
者
と
し
て
の
差
別
化
や
競
争
力

の
維
持
に
役
立
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
研
究
活
動
を
楽
し
く
す
る
効
果
も

あ
り
ま
し
た
。
若
手
の
頃
は
、
他
人
が
集
め
た
デ
ー
タ
を
も
ら
っ
て
き
て
、
そ
れ
を
分
析

し
て
論
文
を
書
く
と
い
う
、
ほ
ぼ
全
て
の
作
業
が
自
室
で
完
結
す
る
研
究
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。
い
ま
は
色
ん
な
国
に
出
か
け
て
い
っ
て
、
難
し
い
交
渉
事
や
ト
ラ
ブ
ル
も
多
い
の

で
す
が
、
冒
険
を
し
な
が
ら
研
究
を
行
う
こ
と
に
人
生
の
価
値
を
見
出
し
て
い
ま
す
。
セ

ネ
ガ
ル
で
は
、気
温
50
度
を
超
え
る
砂
漠
地
帯
を
エ
ア
コ
ン
無
し
の
車
で
連
日
走
り
続
け
、

ブ
ー
タ
ン
で
は
、辺
境
の
家
庭
で
作
ら
れ
る
伝
統
酒
を
飲
ん
で
集
落
を
周
り
、同
国
で
も
っ

と
も
深
刻
な
健
康
問
題
で
あ
る
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
の
実
態
解
明
に
体
を
張
っ
て
迫
っ
て
い

ま
す
。

人
生
も
研
究
も
冒
険
し
た
い

中
村
　
良
太

阪
本
　
祟

月
日
が
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
、
大
学
を
卒
業
し
て
か
ら
30
年
、
大
学
院
を
出
て
か
ら

で
も
25
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
私
は
一
度
も
京
都
を
離
れ
る
こ
と
な
く
、

京
都
大
学
か
ら
も
そ
れ
ほ
ど
離
れ
て
い
な
い
山
科
区
の
京
都
橘
大
学
（
着
任
時
は
京
都
橘

女
子
大
学
）
で
、
大
学
教
員
と
し
て
の
人
生
を
送
っ
て
き
ま
し
た
。

学
部
時
代
か
ら
の
恩
師
で
あ
る
池
上
惇
先
生
が
学
部
長
を
務
め
ら
れ
た
文
化
政
策
学
部

の
開
設
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
た
の
で
す
が
、
は
じ
め
は
戸
惑
う
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。
単
に

私
が
先
生
方
の
仕
事
に
つ
い
て
無
知
で
あ
っ
た
だ
け
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
修
学
指
導
、

就
職
支
援
、
保
護
者
と
の
連
携
な
ど
も
含
め
て
、
学
生
ひ
と
り
ひ
と
り
の
サ
ポ
ー
ト
を
手

厚
く
行
う
京
都
橘
大
学
で
の
仕
事
は
、「
学
者
」・「
研
究
者
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
大

学
教
員
の
仕
事
と
は
随
分
と
異
な
る
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
た
だ
、
小
学
校
教
師
だ
っ

た
父
・
祖
父
を
も
つ
私
に
と
っ
て
、
学
生
の
学
び
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
サ
ポ
ー
ト
す

る
と
い
う
仕
事
そ
れ
自
体
は
、
と
く
に
違
和
感
の
あ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

２
０
１
６
年
度
に
現
在
の
経
済
学
部
・
経
営
学
部
・
工
学
部
の
前
身
と
な
っ
た
現
代
ビ

ジ
ネ
ス
学
部
の
学
部
長
を
、
２
０
１
９
年
度
に
副
学
長
を
拝
命
し
て
か
ら
は
、
主
な
仕
事

は
、
当
然
な
が
ら
大
学
の
運
営
に
シ
フ
ト
し
て
い
ま
す
。
最
初
の
大
き
な
仕
事
は
、
経
済

学
部
・
経
営
学
部
・
工
学
部
の
３
学
部
同
時
開
設
で
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
検
討
や
着
任
し

て
頂
く
先
生
方
の
リ
ク
ル
ー
ト
な
ど
で
多
忙
な
日
々
を
送
り
ま
し
た
。
２
０
２
１
年
度
か

ら
は
、
学
園
の
将
来
計
画
で
あ
る
第
３
期
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
に
も
関
与
し
、
現
在

は
そ
の
実
現
に
向
け
て
、「
学
び
で
世
界
を
変
え
る
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
教
養

教
育
改
革
な
ど
に
も
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
私
の
現
在
の
仕
事
は
、
学
生
時
代
や
大
学
院
生
時
代
に
思
い
描
い
て
い

た
研
究
者
と
し
て
の
仕
事
と
は
か
な
り
違
う
も
の
で
す
が
、
そ
の
経
験
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ

が
芸
術
文
化
の
公
的
支
援
や
、
高
等
教
育
の
財
源
調
達
と
い
っ
た
私
自
身
の
研
究
に
も
行

か
さ
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
距
離
だ
け
で
な
く
名
前
も
か
な
り
近
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
京
都
大
学
と
は
教
育
研
究
機
関
と
し
て
の
性
格
が
大
き
く
異
な
る
大
学
で
の
活

動
に
は
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
、
私
な
り
に
教
育
研
究
に
力
を
注
い
で
い
け
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

卒業生だより

平
成
17
年
卒
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卒
業
後
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
入
局
し
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
20
代
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。
地
域
報

道
を
経
て
、
ス
ポ
ー
ツ
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
報
道
な
ど
に
携
わ
り
ま
し
た
。
結
婚
を
機
に
外
資
コ

ン
サ
ル
へ
、
そ
の
あ
と
は
広
告
代
理
店
に
転
職
、
並
行
し
て
司
会
な
ど
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
業
も

続
け
て
い
ま
す
。
一
貫
性
が
な
い
キ
ャ
リ
ア
で
す
が
、
自
身
の
「
今
こ
の
仕
事
が
や
り
た
い
」

を
叶
え
て
く
れ
た
の
は
京
大
で
の
学
び
で
す
。
ゼ
ミ
で
の
文
献
輪
読
や
テ
ー
マ
別
議
論
は
、
問

題
発
生
時
の
対
応
力
や
完
遂
力
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
加
え
て
経
験
を
重
ね
る
中
で
獲
得
し
た

幾
つ
も
の
視
点
が
私
の
キ
ャ
リ
ア
を
支
え
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
２
度
の
妊
娠
出
産
を
経
験
し
、
長
男
は
３
才
、
長
女
は
１
才
に
な
り
ま
し
た
。

育
児
に
専
念
す
る
時
間
は
、
自
身
の
内
面
を
耕
す
こ
と
が
で
き
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
時
間
だ

と
感
じ
ま
す
。
と
い
う
の
も
、
病
院
は
付
き
添
い
面
会
禁
止
、
児
童
館
も
使
え
な
い
な
ど
コ
ロ

ナ
前
の
常
識
が
通
用
せ
ず
、
新
し
い
最
適
解
を
探
る
日
々
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
夫
も
育
児
休
業

を
取
得
し
、
私
た
ち
の
ス
タ
イ
ル
で
楽
し
み
な
が
ら
育
児
を
し
た
い
と
辿
り
着
い
た
の
が
「
旅

す
る
育
児
」
で
す
。
乳
児
連
れ
の
旅
は
大
変
と
い
う
常
識
を
覆
し
、
人
混
み
を
避
け
沖
縄
や
中

四
国
な
ど
各
地
を
旅
し
ま
し
た
。必
要
な
物
を
事
前
手
配
し
綿
密
に
情
報
収
集
し
計
画
す
れ
ば
、

親
も
子
も
楽
し
め
る
と
分
か
り
ま
し
た
。

　
育
休
中
の
今
し
か
で
き
な
い
か
ら
、
と
去
年
12
月
か
ら
２
か
月
間
、
家
族
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
４
都
市
を
巡
る
旅
に
出
ま
し
た
。
地
元
の
ス
ー
パ
ー
や

市
場
で
買
い
出
し
て
料
理
し
、
無
理
せ
ず
過
ご
す
。
観
光

ス
ポ
ッ
ト
を
訪
れ
る
日
も
あ
れ
ば
、
海
辺
や
公
園
で
遊
ぶ

日
も
あ
る
。
暮
ら
す
よ
う
に
旅
を
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も

の
負
担
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
し
つ
つ
、
私
や
夫
は
刺
激

的
で
ワ
ク
ワ
ク
す
る
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。
現
地
の
人
々

の
お
お
ら
か
さ
、
子
育
て
の
し
や
す
さ
も
感
じ
ま
し
た
。

長
男
が
「This one please.

」
と
食
べ
た
い
ア
イ
ス
を

自
分
で
注
文
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
急
成
長
ぶ
り
に
も
驚

き
ま
し
た
。

　
冬
に
は
復
帰
予
定
で
す
。
泣
き
続
け
る
子
ど
も
に
対
応

す
る
、
目
を
離
さ
ず
見
守
る
。
育
児
で
得
た
優
し
い
物
の

見
方
や
考
え
方
で
、
常
識
に
と
ら
わ
れ
ず
楽
し
む
気
持
ち

で
、
今
度
は
社
会
に
貢
献
出
来
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
卒

育
児
も
一
つ
の
キ
ャ
リ
ア

大
成
　
安
代

　
２
０
１
７
年
に
大
学
を
卒
業
し
た
の
ち
、
外
資
系
証
券
会
社
の
株
式
調
査
部
に
所
属
。

そ
の
後
は
国
内
の
独
立
系
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
フ
ァ
ン
ド
を
経
て
、
現
在
は
外
資
系
資
産

運
用
会
社
の
日
本
拠
点
に
て
主
に
日
本
株
の
調
査
・
分
析
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
現
職
で

は
ア
ジ
ア
各
地
に
同
僚
が
お
り
、
多
様
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
仲
間
と
日
々
共
に
議
論

し
、
と
て
も
有
意
義
で
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
大
学
４
年
間
の
学
び
は
今
の
私
の
糧
と
な
っ
て
い
ま
す
。
２
回
生
よ
り
草
野
真
樹
先
生

の
ゼ
ミ
に
所
属
し
、経
営
戦
略
や
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
に
も
企
業
分
析
・
株
式
投
資
を
学
ぶ
サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
、
面
白
い
企
業
は
な

い
か
と
四
季
報
を
め
く
る
日
々
で
し
た
。
３
回
生
の
秋
か
ら
は
キ
ン
グ
ス
・
カ
レ
ッ
ジ
・

ロ
ン
ド
ン
に
１
年
間
交
換
留
学
に
行
き
、
英
語
で
物
怖
じ
せ
ず
に
議
論
す
る
術
と
度
胸
を

身
に
つ
け
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
大
学
で
学
ん
だ
知
識
や
経
験
は
い
ず
れ
も
日
々
の
業
務

の
中
で
ダ
イ
レ
ク
ト
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
何
よ
り
も
大
学
時
代
に
学
ん
だ
の
は
、

仮
説
を
立
て
物
事
を
批
判
的
に
思
考
す
る
プ
ロ
セ
ス
で
す
。
特
に
株
式
調
査
に
お
い
て
企

業
価
値
を
正
し
く
評
価
す
る
た
め
に
は
、
事
業
や
製
品
の
理
解
は
も
ち
ろ
ん
、
ガ
バ
ナ
ン

ス
、
経
営
者
、
競
合
、
取
引
先
と
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
側
面
か
ら
複
眼
的
に
企
業
を
理
解
し
、

そ
こ
か
ら
合
理
的
に
導
か
れ
る
企
業
の
将
来
の
姿
と
将
来
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
に
注
目

し
ま
す
。
ま
さ
に
知
の
総
合
格
闘
技
で
あ
り
、
大
学
時
代
に
学
ん
だ
思
考
プ
ロ
セ
ス
の
応

用
の
連
続
で
す
。

　
大
学
時
代
に
所
属
し
た
テ
ニ
ス
サ
ー
ク
ル
の
仲
間
と
は
、
今
で
も
一
緒
に
テ
ニ
ス
を
し

た
り
、
家
族
ぐ
る
み
で
遊
ん
だ
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
社
会
人
生
活
が
始
ま
り
、
家

庭
を
持
ち
、
子
供
が
生
ま
れ
る
と
、
な
か
な
か
自
分
自
身
の
時
間
を
作
る
こ
と
が
難
し
く

な
り
ま
す
が
、
大
学
時
代
の
友
人
に
久
し
ぶ
り
に
会
う
と
す
ぐ
に
学
生
時
代
の
関
係
に
戻

る
こ
と
が
で
き
、
唯
一
無
二
の
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
在
学
中
に
参
加
し
た
ジ
ョ
ン
万
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
一
夏
を

過
ご
し
、
妻
に
出
会
い
ま
し
た
。
今
の
私
と
、
私
の
家
族
を
築
く
き
っ
か
け
と
な
っ
た
母

校
に
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

母
校
に
て
培
っ
た
経
験
を
糧
に

竹
中
　
佑
旗

平
成
29
年
卒



京都大学邦楽サークル
叡 風 会

演奏

大合奏

合宿での練習風景

こんにちは、京都大学邦楽サークル叡風会です ! 私たち
叡風会は箏・三絃・尺八を演奏しており、日々演奏会やお
稽古に向けて練習に励んでいます。

叡風会は 1918（大正 8）年設立と 100 年を超える長
い歴史を持った大学公認サークルです。普段は吉田寮近く
の学生集会所で好きな時に好きなだけ練習しています（パッ
と見は吉田寮だと思われてしまいがちなあの建物です）。
叡風会では毎週プロの演奏家でもある先生をお招きしてお
稽古をつけてもらっています。プロの方のお稽古を受けら
れるというのは大学のサークルとして非常に恵まれた環境
であり、実際に多くの会員が大学から邦楽器を始めたにも
関わらず、引退する時には相当の腕前を有するようになり
ます。また、叡風会では年に数回ほど演奏会があり、合奏
曲を披露しています。この他にも外部から演奏を依頼され
ることもあり、演奏機会が非常に多いサークルとなってい
ます。

和楽器の演奏というとお正月や料亭で流れているイメー
ジがあり、普段から聴く機会は少ないかもしれません。一
方で、最近は JPOP やボカロの曲をカバーしたり外国人の
方にも和楽器を演奏される方が増えてきたりと、少しずつ
その裾野が広がってきている印象もあります。そうした中
で、叡風会では主に江戸・明治時代に作られた伝統的な古

曲から現代の作曲家による新しい現代曲まで幅広い楽曲を
扱っています。古い曲は唄が付いていたりメロディも独特
だったりと最初は取っ付きにくく思われることが多いですが

（私もその一人でした……）、会員の多くが演奏を重ねる
につれてその奥深さや日本らしい旋律の面白さの虜になっ
ていきます。また、現代曲は印象的で華やかな楽曲が多く、
初めて和楽器を聴く方でも気軽に和楽器の音色を楽しんで
いただけるようなメロディになっています。

邦楽は古くから一人また一人と脈々と受け継がれて現在
に至っています。そんな長い歴史を持つ邦楽ならではの魅
力に惹かれ、同じく長い歴史のある京都、そして叡風会と
いう環境で私たちは和楽器の演奏に取り組んでいます。私
たちの演奏活動で一人でも多くの方が邦楽に興味を持って
いただけるよう、これからも精進していきたいと思います。

最後に宣伝にはなりますが、今年の 12 月 3 日（日）に
京都府立文化芸術会館にて第 99 回定期演奏会を行いま
す。入場料は無料なのでぜひ気軽にお越しください。素晴
らしい邦楽が聴けること間違いなしです !

経済学部　中根 渉 

集合写真

KYOTO UNIVERSITY  12



京都大学邦楽サークル
叡 風 会

伊 藤  和 樹

文ゼミでは都市経済学や交通経済学に関する研究をして
います。ゼミは毎週火曜 5 限に活動しており、毎年度前期
には論文や書籍の輪読を行い、後期には 4 名程度のグルー
プに分かれてのグループ研究を行っています。2022 年度
前期は空き家問題についての論文や書籍を読み、グルー
プ研究では「家賃に対する鉄道路線のブランド」や、「コ
ンビニにおける共同配送の効果」、「都市空間における公開
空地や屋上緑化の役割」といったテーマについて研究・発
表・討論を行いました。グループ研究では一般の理論的・
統計的手法は無論のこと、GIS を用いるなど幅広い分析手
法が見られ、空間的要素と深く結びついた実社会の現象
を経済学の観点から解き明かすことに取り組んでいます。
グループ研究は様々なテーマを扱っており、文ゼミのサイ
ト（www.econ.kyoto-u.ac.jp/~mun/practices.html）
には過年度のものを含めて資料を掲載しておりますので、
ぜひご覧いただければと思います。

また、グループ研究の成果は毎年 1 月に行われるイン
ゼミで発表を行っており、23 年 1 月には東京大学佐藤ゼ

ミ、一橋大学藤嶋ゼミ、慶應義塾大学河端ゼミ、大阪大
学山本ゼミと 5 大学合同でインゼミを開催しました。イン
ゼミでは他大学のゼミのレベルの高い研究に刺激を受ける
とともに、他大学の先生や学生たちからコメントをいただ
き、議論、交流を通じてグループ研究に対する新たな視点
を得てより良い研究につながりました。

ゼミ外の活動は COVID-19 に伴う各種の制限によりな
かなか難しいところもありましたが、ゼミ後のコンパなどを
通じてゼミ生同士の交流を深めてきました。かつては合宿
やソフトボール大会なども行い、ゼミ生同士の交流は活発
であったと聞き及んでおります。

近年文ゼミからは毎年のように一定数の学生が大学院
の短期修了生に選ばれ、大学院に進学しています。そして
その大学院生が TA としてゼミに携わるという循環の中で、
アカデミックな雰囲気が醸成されたゼミでした。

最後にはなりますが今まで大変お世話になった文先生に
この誌面を借りて改めて御礼申し上げさせていただきま
す。本当にありがとうございました。

ゼミ後のコンパの様子
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在学生イベント！2022

交流会の様子

山村 萌氏

【講師】

KYOTO UNIVERSITY  14

２
０
２
２
年
６
月
30
日(

木)

に
、
百
周
年

時
計
台
記
念
館
国
際
交
流
ホ
ー
ル
で
「
在
学

生
イ
ベ
ン
ト
！
２
０
２
２
」
を
行
い
ま
し
た
。

在
学
生
イ
ベ
ン
ト
は
経
済
学
部
と
の
共
催
で
、

経
済
学
部
生
の
誰
も
が
参
加
で
き
る
講
演
会

と
学
生
特
別
会
員
限
定
の
交
流
会
と
か
ら
成

り
、
在
学
中
か
ら
同
窓
会
を
身
近
に
感
じ
て

も
ら
う
と
い
う
趣
旨
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。

２
０
２
１
年
度
は
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
で
し
た

が
、
２
０
２
２
年
度
は
対
面
で
開
催
で
き
ま

し
た
。

【
講
演
会
】

依
田
高
典
経
済
学
部
長(

同
窓
会
理
事
長)

の
挨
拶
に
続
き
、
向
山
僚
さ
ん(

学
生
企
画
委

員)

の
司
会
で
、
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。
講

師
は
、
２
０
１
６
年
卒
業
、
株
式
会
社
シ
ナ

モ
ン
AI
に
お
勤
め
の
山
村
萌
さ
ん
、
演
題
は

「
大
企
業
と
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
｜
仕
事
を
面

白
く
す
る
キ
ャ
リ
ア
選
択
｜
」
で
す
。
よ
り

多
く
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
見
ら
れ
る
場
所
は
ど
こ

か
と
考
え
て
最
初
の
就
職
先
と
し
て
三
井
住

友
銀
行
を
選
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
ル
ー

ル
の
中
で
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
に
う
ま
く
や
る

こ
と
を
極
め
る
世
界
で
、
会
社
の
中
で
、
ま

た
顧
客
に
と
っ
て
、
あ
る
い
は
広
く
社
会
や

世
界
の
中
で
、
自
分
に
価
値
が
あ
る
か
を
模

索
し
て
、
結
局
自
分
が
価
値
を
出
し
て
い
る

と
実
感
で
き
な
か
っ
た
か
ら
、
転
職
を
考
え
、

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
い
う
世
界
を
知
っ
て
自

分
の
価
値
を
出
せ
る
と
感
じ
、
何
十
社
も
話

を
聞
い
た
上
で
、
AI
関
連
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
を

開
発
し
、
AI
開
発
を
支
援
す
る
シ
ナ
モ
ン
AI

を
見
つ
け
て
転
職
し
た
こ
と
を
語
っ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
経
営
と
事
業
開
発

の
橋
渡
し
、
開
発
チ
ー
ム
と
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

と
の
橋
渡
し
が
で
き
る
こ
と
が
自
分
の
役
割

だ
と
認
識
し
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
や
投
資
家
や

同
僚
と
一
緒
に
な
っ
て
で
き
な
い
こ
と
を
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
く
中
で
、
自
分
が
仕
事

を
作
る
と
い
う
自
負
や
、
事
業
が
成
長
す
る

こ
と
が
社
会
を
変
え
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る

と
い
う
実
感
が
持
て
、
他
者
に
と
っ
て
の
「
価

値
」
に
な
る
と
思
う
こ
と
を
す
る
こ
と
と
、

他
者
に
と
っ
て
の
「
価
値
」
を
客
観
的
に
測

る
こ
と
と
、「
価
値
」
を
意
味
づ
け
、
実
感
す

る
こ
と
と
の
関
係
が
わ
か
っ
て
き
た
と
話
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
仕
事
を
面
白
く
す
る

と
い
う
こ
と
は
、
自
分
が
仕
事
の
中
で
価
値

や
意
義
を
見
出
し
、
実
感
す
る
こ
と
だ
と
い

う
こ
と
を
熱
く
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
な
ら
で

は
の
こ
と
と
そ
の
苦
労
、
大
学
時
代
の
留
学

(

ド
イ
ツ)

の
意
義
、
学
生
の
本
分
、「
も
し

転
職
し
な
か
っ
た
ら
？
」、
DX
と
人
間
の
価
値
、

シ
ナ
モ
ン
を
選
ん
だ
一
番
の
理
由
は
何
か
、

行
動
を
選
ぶ
際
の
基
準
な
ど
な
ど
、
多
く
の

質
問
が
出
さ
れ
、
そ
れ
に
１
つ
１
つ
丁
寧
に

答
え
て
く
だ
さ
り
、
議
論
が
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

【
交
流
会
】

コ
ロ
ナ
禍
が
続
い
て
お
り
、
飲
食
を
伴
う

交
流
会
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ク
イ
ズ

大
会
を
行
い
ま
し
た
。
学
生
企
画
委
員
の
麻

有
杏
さ
ん
、榛
葉
友
紀
さ
ん
、宍
道
晴
太
さ
ん
、

西
野
綾
斗
さ
ん
、
向
山
僚
さ
ん
が
、
京
都
大

学
に
関
す
る
様
々
な
４
択
の
ク
イ
ズ
を
考
え
、

参
加
者
が
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
回
答
し
ま
し

た
。
麻
有
杏
さ
ん
の
司
会
で
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
正
解
の
数
に
よ
っ
て
順
位
を

付
け
、
１
位
〜
３
位
の
グ
ル
ー
プ
に
は
バ
リ

ス
タ
や
ア
イ
ロ
ン
や
オ
ー
ブ
ン
ト
ー
ス
タ
ー

な
ど
の
景
品
を
差
し
上
げ
、
参
加
者
全
員
に
、

生
協
で
使
え
る
オ
ン
バ
リ
ュ
ー
券
と
同
窓
会

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ノ
ー
ト
を
配
り
ま
し
た
。
学

生
企
画
委
員
の
み
な
さ
ん
に
は
、企
画
、準
備
、

当
日
の
設
営
や
司
会
進
行
で
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
２
０
２
３
年
度
は
ま
た
新
た

な
企
画
で
行
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
多
数
の

ご
参
加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

岡 

敏
弘(

前
同
窓
会
学
内
企
画
委
員
長)
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ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
大
企
業
目
線
か
ら

見
た
場
合
の
視
点
と
し
て
、
既
存
企
業
か

ら
の
組
織
的
分
離
、
不
確
実
性
へ
の
対
処
、

先
端
知
識
へ
の
ア
ン
テ
ナ
、
エ
コ
シ
ス
テ

ム
と
い
う
の
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
述

べ
ら
れ
た
上
で
、
本
題
で
あ
る
、
起
業
家

の
目
線
か
ら
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
見
た
場
合
の
論
点
に
つ
い
て
詳
し
く
論

じ
ら
れ
ま
し
た
。

第
１
の
論
点
は
、
大
企
業
と
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
と
が
交
わ
る
こ
と
で
双
方
に
生
じ

る
違
和
感
と
い
う
こ
と
で
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
か
ら
見
た
ら
、
大
企
業
の
組
織
的
慣
行

や
走
り
な
が
ら
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い

ス
ピ
ー
ド
感
の
な
さ
や
、
手
段
の
目
的
化

と
い
っ
た
点
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
大
企

業
側
か
ら
見
る
と
、
プ
ロ
セ
ス
の
必
要
性

や
品
質
基
準
の
厳
格
さ
や
内
部
統
制
・
法

務
の
重
要
さ
を
理
解
し
な
い
と
い
う
点
が

あ
る
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

第
２
の
論
点
は
、
起
業
家
の
数
は
多
い

の
で
大
企
業
が
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
選
ん

で
い
る
と
い
う
面
は
あ
る
が
、
選
ば
れ
う

る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
は
む
し
ろ
貴
重
な
の

で
、
起
業
家
が
大
企
業
を
選
ん
で
い
る
と

い
う
事
実
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
起
業
家
が
ど
う
や
っ

て
大
企
業
を
選
ん
で
い
る
か
を
調
べ
て
み

る
と
、
そ
の
選
択
の
基
準
が
、
補
完
性
、

自
尊
感
情
、
特
質
類
似
性
に
ま
と
め
ら
れ

る
と
い
う
調
査
結
果
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

第
３
の
論
点
は
、
起
業
家
か
ら
見
て
大

企
業
は
サ
メ
の
よ
う
な
も
の
で
、
サ
メ
に

食
わ
れ
る
被
害
を
防
ぐ
た
め
の
防
護
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
は
何
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
被

害
と
し
て
は
不
平
等
や
技
術
を
盗
ま
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
を
防
ぐ
た

め
の
７
つ
の
知
恵
が
あ
る
と
い
う
調
査
結

果
を
示
さ
れ
ま
し
た
。
７
つ
の
知
恵
と
は
、

⑴
情
報
開
示
方
針
の
ル
ー
ル
化
、
⑵
資
本

関
係
に
よ
る
逆
ガ
バ
ナ
ン
ス-

資
本
を
入

れ
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
利
害
を
一
致

さ
せ
る-

、
⑶
社
会
関
係
に
よ
る
ガ
バ
ナ

ン
ス-

著
名
な
メ
ン
タ
ー
や
弁
護
士
の
利

用-
、
⑷
競
争
状
態
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル-

複

数
の
相
手
、
相
手
と
競
合
し
な
い
領
域
を

選
ぶ-
、
⑸
情
報
の
非
対
称
性
の
解
消
、
⑹

ア
イ
デ
ア
の
実
行
力
の
差
を
見
せ
る
こ
と-

事
業
化
の
ス
ピ
ー
ド
で
は
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
が
勝
つ
と
い
う
こ
と
を-

、
⑺
組
み
方
の

選
択-

共
同
開
発
は
し
な
い
と
か
よ
り
相

互
依
存
の
高
い
相
手
を
選
ぶ
と
か-

で
す
。

調
査
結
果
か
ら
の
回
答
を
い
く
つ
か
例
示

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
を
具
体
的

に
理
解
で
き
る
よ
う
に
話
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
こ
の
７
つ
の
う
ち
後
の
４
つ
を

見
出
し
た
と
こ
ろ
に
研
究
の
独
自
性
が
あ

り
、こ
れ
は
「
ソ
フ
ト
な
回
避
メ
カ
ニ
ズ
ム
」

と
名
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
示
唆
さ
れ

ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
し
た
が
、
２
〜
３
の
質

問
が
出
さ
れ
、
そ
れ
に
丁
寧
に
回
答
さ
れ

ま
し
た
。

書
面
で
の
総
会
の
後
、
新
役
員
の
追
加

選
出
の
必
要
が
あ
っ
た
の
で
、
講
演
会
後

の
午
後
３
時
10
分
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

臨
時
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
相
亰
会
長
、

依
田
理
事
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、
若
井
敬

氏
（
昭
和
58
年
卒
・
近
畿
支
部
）
の
新
役

員
追
加
が
承
認
さ
れ
、
植
田
和
保
氏
（
昭

和
51
年
卒
・
近
畿
支
部
）
の
退
任
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

２
０
２
３
年
度
は
、
対
面
で
総
会
が
開

催
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

岡 

敏
弘
（
前
同
窓
会
学
内
企
画
委
員
長
）

２
０
２
２
年
度
も
総
会
は
書
面
開
催
、

講
演
会
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。
前
年
度
と
同
様
、
会
報
第
25
号

に
総
会
資
料
を
掲
載
し
、
会
員
か
ら
議
決

権
行
使
書
を
返
送
い
た
だ
く
方
法
で
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
令
和
３
年
度
収
支
決

算
、
役
員
の
異
動
、
令
和
４
年
度
予
算
を

付
議
し
、
書
面
審
議
の
結
果
、
す
べ
て
の

議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
会
は
、２
０
２
２
年
10
月
15
日
（
土
）

午
後
２
時
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
関
口
倫
紀
教
授
の
司
会
に
よ
り
、

椙
山
泰
生
名
誉
教
授
・
椙
山
女
学
園
理
事

長
が
、「
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
新
時

代---

ベ
ン
チ
ャ
ー
側
の「
知
恵
」の
重
要
性
」

と
題
し
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
２
０
１
０
年
頃
か
ら
、

そ
れ
ま
で
の
、
事
業
会
社
が
大
学
・
研
究

機
関
と
一
緒
に
行
う
も
の
か
ら
、
事
業
会

社
が
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
一
緒
に
行
う
も

の
へ
変
わ
っ
て
き
た
こ
と
を
指
し
て
「
新

時
代
」
と
呼
ぶ
と
前
置
き
さ
れ
、
オ
ー
プ

椙山名誉教授のご講演
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つ
い
て
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
や
Ｄ
Ｘ
、

ダ
イ
ー
バ
ー
シ
テ
ィ
を
踏
ま
え
た
世
代
を

超
え
た
交
流
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
な
ど
、
有

志
に
よ
る
準
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
中
心
と

な
り
同
窓
会
を
ア
ッ
プ
デ
イ
ト
す
る
こ
と

も
企
図
さ
れ
重
要
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

ま
た
、
諸
富
徹
教
授
、
田
中
彰
教
授
、
草

野
真
樹
教
授
に
も
ご
出
席
い
た
だ
き
卒
業

生
の
皆
さ
ん
と
交
流
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

参
加
者
総
数
は
１
６
０
名
に
上
っ
た
。

こ
の
一
年
を
振
り
返
る
と
、
い
ま
だ
オ

ン
ラ
イ
ン
開
催
で
は
あ
っ
た
が
、
昨
年
７

月
に
第
59
回
経
済
懇
話
会
と
し
て
日
本
総

研
山
田
久

副
理
事
長

を
お
招
き

し
て
今
日

的
に
大
き

な
問
題
で

あ
る
「
わ

が
国
賃
金

低
迷
の
背

景
と
処
方

箋
」
に
つ

い
て
貴
重

な
勉
強
を

す
る
機
会

を
得
た
。

そ
し
て
混

迷
を
極
め

る
国
際
情

勢
の
中
で

ど
の
よ
う

な
経
営
が

何
と
い
っ
て
も
今
年
５
月
に
４
年
ぶ
り

の
念
願
の
支
部
総
会
を
学
士
会
館
で
盛
大

に
開
催
で
き
た
こ
と
が
最
大
の
成
果
だ
ろ

う
。
山
極
壽
一
前
総
長
、
総
合
地
球
環
境

学
研
究
所
所
長
に
「
人
類
は
ど
こ
で
間
違
っ

た
の
か
」
と
い
う
今
ま
さ
に
考
え
な
け
れ

ば
い
け
な
い
テ
ー
マ
で
ご
講
演
い
た
だ
き
、

依
田
高
典
経
済
学
研
究
科
長
兼
経
済
学
部

長
に
経
済
学
部
の
来
し
方
行
く
末
に
つ
い

て
明
快
な
お
話
を
い
た
だ
き
、
今
年
１
月

に
就
任
さ
れ
た
柄
澤
康
喜
支
部
長
か
ら
は

今
後
の
同
窓
会
支
部
活
動
に
つ
い
て
の
抱

負
が
述
べ
ら
れ
た
。
今
回
の
支
部
総
会
に

求
め
ら
れ
る
か
と
い
う
点
に
つ
き
11
月
の

第
60
回
経
済
懇
話
会
で
京
都
大
学
大
学
院

経
済
学
研
究
科
牧
野
成
史
教
授
か
ら
「
国

際
経
営
2.0
」
と
い
う
示
唆
に
満
ち
た
ご
講

演
を
い
た
だ
い
た
。
年
が
明
け
て
１
月
に

は
「
新
春
経
済
交
流
会
」
を
開
催
し
た
。

第
一
部
で
は
依
田
高
典
教
授
よ
り
「
京
都

大
学
経
済
学
部
の
現
状
と
課
題
」
を
お
話

し
い
た
だ
き
、
第
二
部
で
は
京
大
こ
こ
の

え
会
の
全
面
的
な
ご
協
力
を
頂
戴
し
「
未

来
を
拓
く
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ　
～
女
性
活

躍
の
あ
ゆ
み
を
振
り
返
り
、
未
来
を
志
向

す
る
～
」
と
い
う
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
っ
た
。
モ
デ
レ
ー
タ
に
は
Ｓ
Ｍ
Ｂ

Ｃ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
㈱
取
締
役

副
社
長
か
つ
こ
こ
の
え
会
の
会
長
も
務
め

ら
れ
て
い
る
浅
山
理
恵
氏
を
迎
え
、
中
森 

真
紀
子
氏
（
中
森
公
認
会
計
士
事
務
所
代

表
／
伊
藤
忠
商
事
㈱
社
外
取
締
役
）、
絹
川

幸
恵
氏 

（
み
ず
ほ
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー

(

株)

代
表
取
締
役
社
長
）
岩
島
史
氏
（
京

都
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科　

講
師
）

の
論
客
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
、
東
京
支
部
常

務
理
事
の
荒
木
も
加
わ
っ
て
、
未
来
に
向

け
て
建
設
的
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。

こ
の
間
、
常
任
理
事
会
２
回
、
理
事
会

を
３
回
い
ず
れ
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し

た
。

（
東
京
支
部　
荒
木
）

東
京
支
部
か
ら
の
便
り

TO
K
YO

山極壽一前総長
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い
あ
い
語
り
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
令
和
５
年
度
に
は
、
コ
ロ
ナ
の
様

子
を
見
な
が
ら
も
講
演
会
や
総
会
（
11
月

24
日
）
を
開
催
す
る
こ
と
を
確
認
し
、
再

会
を
誓
っ
て
の
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

資
が
将
来
の
供
給
力
に
影
響
す
る
と
い
う

よ
う
に
相
互
に
影
響
す
る
と
い
う
認
識
か

ら
構
造
改
革
論
議
が
出
て
き
た
こ
と
、
し

か
し
構
造
改
革
で
実
際
に
行
え
る
こ
と
は
、

等
々
に
つ
い
て
内
外
の
経
済
学
者
の
学
説

を
解
説
し
な
が
ら
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
混
迷
の
時
代
に
お
い
て
経
済
学
の
果

た
す
べ
き
役
割
が
改
め
て
問
わ
れ
て
い
る

と
い
う
認
識
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

こ
の
後
、
懇
親
会
を
ガ
ス
ビ
ル
食
堂
で

開
催
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
参
加
者
が

少
な
か
っ
た
の
で
、
特
別
室
に
お
い
て
全

員
着
席
で
の
コ
ー
ス
料
理
と
な
り
ま
し
た
。

ガ
ス
食
堂
名
物
？
生
セ
ロ
リ
の
サ
ラ
ダ
を

始
め
美
味
し
い
料
理
を
堪
能
し
な
が
ら
、

来
賓
の
名
誉
教
授
も
交
え
、
年
齢
を
超
え

て
各
々
の
近
況
報
告
等
を
中
心
に
和
気
あ

こ
と
が
で
き
ま
し

た
。総

会
で
は
、
は

じ
め
に
槌
野
吉
郎

支
部
長
の
挨
拶
が

あ
り
、
来
賓
紹
介

の
後
、
来
賓
の
皆
さ
ん
を
代
表
し
て
位
田

先
生
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
議

事
に
移
り
、
槌
野
支
部
長
か
ら
昨
年
度
の

活
動
報
告
・
会
計
報
告
、
支
部
役
員
の
異

動
と
新
役
員
の
紹
介
、
総
会
開
催
に
至
る

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
結
果
に
つ
い
て
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
中
で
今
後
Ｗ
Ｅ

Ｂ
を
活
用
し
た
総
会
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開

催
に
つ
い
て
の
提
案
も
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
岡
敏
弘
経
済
学
部
同
窓
会
常
務
理
事
か

ら
同
窓
会
本
部
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
の

ご
紹
介
が
あ
り
、
総
会
は
滞
り
な
く
終
了

し
ま
し
た
。

続
き
ま
し
て
、

京
都
大
学
大
学
院

経
済
学
研
究
科
の

岡
敏
弘
教
授
か
ら

「
成
長
し
な
く
て
も

よ
い
経
済
に
つ
い

て
の
学
説
」
を
テ
ー
マ
に
御
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
失
わ
れ
た
10
年
と
い
わ
れ

た
よ
う
に
最
初
か
ら
長
期
停
滞
と
い
わ
れ

て
い
た
こ
と
、
そ
の
原
因
が
需
要
不
足
な

の
か
供
給
側
の
生
産
力
向
上
の
低
迷
な
の

か
論
争
さ
れ
た
が
、
金
融
政
策
も
財
政
価

格
も
日
本
で
は
拡
大
し
た
も
の
の
効
果
が

な
か
っ
た
こ
と
、
供
給
側
の
人
口
要
因
が

需
要
に
影
響
し
需
要
不
足
に
よ
る
過
少
投

長
引
く
コ
ロ
ナ

禍
で
中
止
が
続
い

て
い
た
近
畿
支
部

総
会
が
、
会
員
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
等

を
踏
ま
え
開
催
す

る
こ
と
と
な
り
、
第
10
回
総
会
を
令
和
４

年
12
月
９
日
に
大
阪
ガ
ス
本
社
ビ
ル
に
お

い
て
、
位
田
高
典
京
都
大
学
大
学
院
経
済

学
研
究
科
長
・
経
済
学
部
長
を
始
め
大
学

か
ら
の
来
賓
や
名
誉
教
授
の
先
生
方
に
も

参
加
い
た
だ
き
、
３
年
ぶ
り
に
開
催
す
る

近
畿
支
部
か
ら
の
便
り

K
IN
K
I

懇親会
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岡敏弘教授

室賀博幸氏

名
古
屋
支
部
か
ら
の
便
り

N
A
G
O
YA

挨
拶
の
後
、
伊
藤
理
事
よ
り
、
支
部
活

動
報
告
及
び
会
計
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
会
は
、
岡
敏
弘
教
授
よ
り
、「
成
長

し
な
く
て
よ
い
経
済
に
つ
い
て
の
学
説
」

各
テ
ー
ブ
ル
は
幅
広
い
年
代
の
会
員
相

互
の
様
々
な
情
報
交
換
に
花
が
咲
く
一
方
、

岡
先
生
に
は
、
大
学
の
近
況
報
告
を
い
た

だ
き
、
懐
か
し
い
気
持
ち
と
共
に
あ
り
が

た
く
拝
聴
致
し
ま
し
た
。

懇
親
会
の
会
員
ス
ピ
ー
チ
で
は
、
井
神

忠
さ
ん
よ
り
、「
私
の
二
刀
流
」
と
題
し
て
、

趣
味
の
域
を
超
え
た
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ノ
演
奏

活
動
の
お
話
が
披
露
さ
れ
、
多
く
の
方
が

刺
激
を
受
け
た
様
子
で
し
た
。

名
古
屋
支
部
で
は
、
毎
回
地
元
の
楽
団

に
お
願
い
し
て
、
懇
親
会
の
間
、
弦
楽
四

重
奏
に
よ
り
同
窓
会
の
雰
囲
気
づ
く
り
に

彩
を
添
え
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今

回
も
美
し
い
音
色
に
思
わ
ず
杯
も
進
ん
だ

方
も
多
く
見
え
た
よ
う
で
、
締
め
の
「
琵

琶
湖
周
航
の
歌
」
と
「
逍
遥
の
歌　

紅
萌

ゆ
る
」
を
、
バ
イ
オ
リ
ン
の
音
色
に
導
か

れ
な
が
ら
、
肩
を
組
ん
で
合
唱
し
て
い
る

と
、
思
わ
ず
学
生
時
代
に
鴨
川
べ
り
で
歌
っ

た
光
景
を
思
い
出
し
、「
や
っ
ぱ
り
同
窓
会

は
い
い
も
の
で
す
ね
」
と
の
声
が
あ
ち
こ

ち
か
ら
聞
か
れ
ま
し
た
。

猛
暑
も
や
わ
ら
ぎ
心
地
良
い
夜
風
に
吹

か
れ
な
が
ら
、
ま
た
来
年
の
再
会
を
誓
い

つ
つ
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。(

伊
藤
雅
也)

懇親会

の
テ
ー
マ
に
て
、
約
45
分
、
誠
に
内
容
の

濃
い
、
示
唆
に
富
む
ご
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

ケ
イ
ン
ズ
の
「
人
口
減
少
の
経
済
的
帰

結
」、
ハ
ロ
ッ
ド
動
学
、
Ｍ
Ｍ
Ｔ(

現
代
貨

幣
理
論)

、
機
能
的
財
政
論
等
の
解
説
を
い

た
だ
き
、
今
後
の
日
本
経
済
、
財
政
の
展

望
に
つ
い
て
、
会
員
に
は
大
い
に
参
考
に

な
る
お
話
で
し
た
。
講
演
会
後
の
懇
親
会

の
場
で
、
岡
先
生
を
取
り
囲
ん
で
会
話
が

弾
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
も
、
大
変
興
味
深

い
ご
講
演
だ
っ
た
と
感
謝
致
し
て
お
り
ま

す
。全

員
の
記
念
撮
影
の
後
、
懇
親
会
が
久

し
ぶ
り
の
立
食
形
式
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

室
賀
支
部
長
の
挨
拶
の
後
、
田
島
副
支
部

長
の
力
強
い
乾
杯
の
音
頭
に
よ
り
、
に
ぎ

や
か
な
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。



19  KYOTO UNIVERSITY

そ
の
他

同
窓
生
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

九
州
へ
の
就
職
、
赴
任
、
転
居
等
の
機
会

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
是
非
ご
連
絡
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

二
宮 

渉
（
平
成
21
年
卒
）

【
九
州
北
部
支
部
連
絡
先
】

九
州
電
力
株
式
会
社　
秘
書
室　

二
宮 

渉

〒
８
１
０–

８
７
２
０　

福
岡
市
中
央
区
渡
辺
通
２
丁
目
１
番
82
号

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ：０
９
２(

７
６
１)

３
０
３
１

　
Ｆ
Ａ
Ｘ：０
９
２(

７
６
１)

６
９
４
４

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：

　
　

W
ataru_Nim

iya@
kyuden.co.jp

歳
三
唱
と
記
念
撮
影
を
行
い
、
会
を
終
え

た
。今

回
の
総
会
・
懇
親
会
は
、
久
し
ぶ
り

の
再
会
を
喜
ぶ
声
に
加
え
、
新
規
参
加

者
や
約
10
年
ぶ
り
の
参
加
者
も
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
こ
と
で
、
大
変
な
盛
会
と
な
っ

た
。一

方
、
若
手
が
減
り
、
参
加
者
の
平
均

年
齢
も
回
を
重
ね
る
ご
と
に
右
肩
上
が
り

と
な
っ
て
い
る
現
実
は
あ
る
。
来
年
以
降

も
、
今
ま
で
の
繋
が
り
は
も
と
よ
り
、
新

た
な
繋
が
り
を
生
み
出
し
、
ま
す
ま
す
会

が
盛
り
上
が
る
よ
う
、
本
総
会
以
外
の
懇

親
会
の
開
催
や
、
同
窓
会
本
部
・
他
支
部

と
の
連
携
を
図
る
な
ど
、
同
窓
生
の
掘
起

こ
し
、
お
よ
び
総
会
・
懇
親
会
へ
の
新
規

参
加
者
増
に
引
続
き
努
め
て
い
き
た
い
。

会
員
数　
270
名
程
度

地
元
企
業
・
自
治
体
等
へ
の
就
職
者
を

中
心
に
、
東
京
・
大
阪
に
本
社
を
置
く
企

業
の
九
州
北
部
地
区
勤
務
者
等
に
よ
り
構

成
。 九

州
北
部
支
部
か
ら
の
便
り

K
YU
SH
U

H
O
K
U
BU

活
動
状
況
〔
総
会
・
懇
親
会
〕

例
年
５
月
に
年
１
回
の
総
会
・
懇
親
会

を
開
催
し
て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、
近
年
は
書
面
開

催
で
あ
り
、
今
回
は
４
年
ぶ
り
の
対
面
開

催
と
な
っ
た
。
久
し
ぶ
り
の
対
面
開
催
と

い
う
こ
と
で
、
準
備
に
多
少
の
不
安
が
あ
っ

た
も
の
の
、
第
３
水
曜
日
の
５
月
17
日
に

無
事
開
催
。
21
名
の
同
窓
生
に
参
加
い
た

だ
い
た
。（
於　
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ

博
多
）

総
会
で
は
、
藤
永
憲
一
前
支
部
長
（
昭

和
48
年
卒
。
今
回
総
会
で
ご
退
任
）
に
よ

る
開
会
挨
拶
の
後
、
来
賓
と
し
て
リ
モ
ー

ト
参
加
い
た
だ
い
た
経
済
学
研
究
科
の
依

田
高
典
研
究
科
長
な
ら
び
に
田
中
彰
副
研

究
科
長
か
ら
、
大
学
・
大
学
院
の
近
況
や

同
窓
会
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
、
お
話
を

い
た
だ
い
た
。

そ
の
後
、
役
員
改
選
を
行
い
、
薬
真
寺

偉
臣
新
支
部
長
（
昭
和
51
年
卒
）
の
選
任

が
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。
10
年
の
長

き
に
わ
た
り
要
職
を
務
め
て
い
た
だ
い
た

藤
永
憲
一
前
支
部
長
に
は
、
万
雷
の
拍
手

が
送
ら
れ
る
と
と
も
に
、
同
窓
会
事
務
局

の
田
村
利
恵
さ
ま
よ
り
花
束
の
贈
呈
が
行

わ
れ
た
。

新
支
部
長
に
よ
る
乾
杯
の
後
、
恒
例
行

事
で
あ
る
参
加
者
か
ら
の
近
況
報
告
が
行

わ
れ
、
全
参
加
者
が
仕
事
や
私
生
活
で
の

出
来
事
、
学
生
時
代
の
思
い
出
な
ど
を
報

告
し
あ
い
、
懇
親
を
深
め
た
。
最
後
に
、

鎌
田
迪
貞
氏
（
昭
和
33
年
卒
）
に
よ
る
万



「皇寿（111歳）までゼミ同窓会を開
催する」と、2022年5月におこなわれ
たゼミ同窓会で宣言されていた京都
大学名誉教授下谷政弘先生が、同年
11月14日に78歳の若さでご逝去な
さいました。当時は、2055年に皇寿を
迎えて、老当益壮の皆さんとの同窓会
開催に思いを馳せ、そのとき83歳の
私にどのような段取りができるだろう
かと考えていました。傘寿や米寿とい
う近いお祝いはまぁ大丈夫だとむしろ
軽い気持ちになっていましたが、この
ように突然の訃報に接し、いまだに信
じられない気持ちです。残念ながら、コ
ロナ感染防止のため延期していた喜
寿のお祝い同窓会が最後となってしま
いました。
さて「下谷政弘先生を偲ぶ会」が
2023年1月21日（土）に京都大学法
経済学部・法経第3番教室にて開催さ
れましたのでご報告させていただきま
す。葬儀等はコロナ感染防止のため参
列者を絞ったため、改めて下谷先生と
ご縁のあった学窓関係の皆さんにお

集まりいただき、先生の業績を讃え、
先生との想い出を語り、先生を偲ぶ会
をおこないました。日本資本主義史研
究会関係、学会関係、学部ゼミナール
同窓生、大学院ゼミナール同窓生、先
生の奥様にもご同席いただき、約100
名が集いました。会場には先生の写真
や論文、最後の遺稿などが展示され、
偉大な業績を改めて実感できる場と
なりました。
冒頭、長年の友人である塩見治人
先生（名古屋市立大学名誉教授）から
の挨拶に続き、日本資本主義史研究会
関係や学会関係の皆さんから、初めて
下谷先生に会ったときのエピソードや
先生の研究への情熱や教育に対する
姿勢、そして人間性に触れた様々な思
い出話が語られ、先生への敬意と感謝
の言葉が贈られました。その後、学部
ゼミナール同窓生や大学院ゼミナー
ル同窓生からは、毎日のように晩に先
生と百万遍写楽や行きつけのお店に
飲みに行ったエピソードやいまだから
話せる秘密のエピソード、ゼミ合宿の

想い出などが披露されました。偲ぶ会
は、参加者全員が亡き下谷政弘先生
への尊敬と感謝を表し、共に過ごした
時間や影響を受けたことを語り合う、
感動的な場となりました。下谷先生の
温かさと寛容さそしてそのお人柄の
素晴らしさに改めて実感することがで
きたと思います。時間の関係もあり、
一部の参加者からのみのお話しになっ
てしまったのは残念です。まだまださ
まざまなお話しをお聞きしたかったで
す。今後も下谷先生の研究成果が後
世に引き継がれ、経済学の発展に寄与
し続けることと思います。心からの感
謝と先生のご冥福を改めてお祈りい
たします。

京都大学名誉教授 
下谷政弘先生を偲ぶ会
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まざまなお話しをお聞きしたかったで
す。今後も下谷先生の研究成果が後
世に引き継がれ、経済学の発展に寄与
し続けることと思います。心からの感
謝と先生のご冥福を改めてお祈りい
たします。

京都大学名誉教授 
下谷政弘先生を偲ぶ会

山田ゼミ同窓会（先生の卒寿祝賀会も合わせ）開催
令和4年9月3日、山田浩之ゼミ同窓
会が本年卒寿を迎えられた先生ご夫
妻をお迎えして、79名の参加のもと、
盛大に開催されました。
今回は、山田ゼミ４期生の元京大経
済学部長で、本年３月まで名古屋の椙
山女学園理事長森棟公夫氏のご厚意
で、同大学の大教室で「ゼミ生のチー

ムワークに
よる手作り
同窓会」の
形 で 行 わ
れ、多くの方
からご好評
をいただき

ました。
同窓会に先立ち、椙山女学園の現
理事長で前京大経営管理大学院教授
の椙山泰生氏に、興味深い講演「制度
化されたスタートアップの育成－アク
セラレーターの役割とその効果」をい
ただいた後、山田ゼミ１期生の藤井睦
久氏の挨拶、森棟氏の乾杯により懇親
会が開始されました。
お祝いの花束贈呈の後、山田先生

からは、卒寿になられたとは見えない
お元気かつ、いつもながらのユーモラ
スなスピーチをいただき、会場はあち
こちで笑顔と拍手であふれました。
コロナ対策としてテーブル食とした

り、逍遥の歌、琵琶湖周航の歌も音楽
のみとするなど、一部制約もありまし
たが、先生ご持参のゼミ卒業生の会報
「京友」最新号や懐かしい写真等で大
いに盛り上がり、時間が経つのも忘れ
るほどの楽しい時間を過ごしました。
最後に、２期生の岡本昴氏の中締め
の後、お互いの健康と再会を誓い合っ
て散会となりました。

幹事：和田憲二郎(S42年卒)、谷口浩
章(S43年卒)、磯村辰生(S51年卒)、伊
藤雅也(S53年卒)、佐藤元宣(H7年卒)

野澤正徳先生米寿御祝いの会（ゼミ同窓会兼）開催
2023(R.5)年3月18日12時から、
時計台ラ・ トゥールで野澤正徳先生の
米寿の御祝いの会を開催しました。ゼ
ミの同窓会を兼ねての会となりまし
た。野澤ゼミナールの学部1 期生から
10期生と大学院修了者約30名が参
加しました。当日は、野澤正徳先生の
御挨拶と演奏(ヘンデル、勇士は帰り

ぬ他、曲目は下記の通り) で参加者を
歓迎してくれました。 その後、参加者
の近況報告と抱負、 懇談と和やかに
時が過ぎ、終了後、時計台前で記念写
真(下記)を撮りました。先生はじめ参
加者の笑顔が素敵でした。経済学部同
窓会事務局、ラ・トゥール支配人様はじ
め、関係の皆様に大変お世話になり、
とても良い会となりました。 その後、
カフェテリア ルネで歓談し、先生を御

送りしました。次は「卒寿の会」でお会
いすることを楽しみに懐かしいキャン
パスを後にしました。40年以上、コロ
ナ禍もZoomで「東京野澤会」を毎年
開催しています。二次会は有志で南禅
寺順正で行いました。

(幹事 「東京野澤会」庄司正明(7期、
1977年卒、藤江昌嗣(8期、1978年
卒)、松尾一佐（10期1980年卒))　バイオリン演奏　曲目

　1. ヘンデル、勇士は帰りぬ
　　（合唱「ユダス・マカベウス」より）
　2. シューマン、二人のてき弾兵　
　3. 日本の歌メドレー：荒城の月、椰子の実、ふるさと。　
　アンコール、紅萌ゆる丘の花

山田浩之ゼミ

野澤正徳ゼミ

クラス会・ゼミ会
報告・お知らせ
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開催のご報告
皆さん、こんにちは。
経済学部1979年卒の長谷川清
司と申します。
投稿は初めてですが、同窓会活
動は大好きで、3年前迄は東京支
部に、関西に居を移してからは近
畿支部に所属し、様々な行事に参
加させて頂いております。
さて、今回は昨年11月に開催さ
れた、標題の件に関する報告で
す。
先ず、一一会とは、故小野一一郎
先生ゼミのOB会です。

私はその18期で幹事（宴会専門）を務めており、一期上の先輩達と、毎年11月第三金曜日に合同で同窓会を開催して
おり、既に、何年も続いています。
以前は、時計台のラトゥールや百万遍の居酒屋等で、開催しておりましたが、最近は「関西以外から参加する人にも便
利」と言う事で、京都駅近くで開催しています。
年に一度と言う事で、17期全員、18期は10名中8名が参加すると言う同窓愛の強い会ですが、内容は参加者の近況報
告を肴に、飲んで楽しむと言う会です。
そんな初めての投稿ながら、残念な報告もあります。
一昨年は欠席されながら、昨年は出席されていた17期の桑田先輩が、先日ご逝去されたのです。
図らずも、この写真の前列向かって右端がその遺影となりました。
この会報を霊前にお供えしたいと思います。　合掌

一一会17.18期合同同窓会

経済学部同窓会では、退官された先生方のゼミ会を発足・復活さ
せようとお考えの方に、ゼミ会立ち上げにかかる通信費用（案内状
の送付費用等）を一部支給する支援金制度を導入しました。軌道に
乗るまではゼミ会の財政が安定しないため、発起人・幹事の方がや
むなくご負担されるケースもあるとお聞きし、少しでもお役に立て
れば幸いと考えております。
予算の都合上、以下のような要領で運営いたしますので何卒ご
理解ご協力をお願いいたします。

ゼミ会発足にかかるゼミ生への通信費等用　途

ゼミ会1回につき実費あるいは3万円のいずれか少ない額、
最大3回まで支給。金　額

ゼミ会開催の様子を「同窓会報」に必ずご寄稿ください。お約束

ゼミ会を発足される方への支援制度

令和6年7月13日（土）
12時～15時

日　時

京都大学　楽友会館

深田弘明（昭和53年卒）

会　場

来年のゼミ開催予告

木原ゼミ　
正正会　第8回総会（予告）
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同窓会員の皆さま、日頃は同窓会活動につきまして、ご支援ご協力を賜り厚く御礼申し上げ
ます。
ようやく支部総会を含む様々な同窓会イベントがコロナ禍前に近い状態で開催できるよう
になってまいりました。これからの同窓会活動の方向性もしっかりと考えながら、今後も全力
を尽くしてまいりますので、お力添えいただければ幸いです。

※今年から会報編集・作成がすべて外注となりました。初めての試みですのでご迷惑をおかけ
しました執筆者の方々には、深くお詫び申し上げます。

【よくあるお問い合わせ Q＆A】
Q：支部総会などのイベント開催案内は、これまでの郵送からメール案内へと改定されていますが、迷惑メールフォ
ルダに入っていると見ることができません。他に知る方法はありますか？

A：各種情報は、ホームページでも随時お伝えしています。イベント情報以外の重要な情報も掲載していますので、リ
ニューアル版のホームページをぜひご活用ください。各支部や本部事務局からの案内につきましては、今後もメー
ルでのご案内となりますので、メールアドレスのご登録に加え、住所等に変更が生じた場合はすみやかにお申し出
ください。

Q：【no-reply@kyoto-u.ac.jp】からメールが来ました。経済学部同窓会からのメールで間違いないですか？なぜ
メールアドレスが違うのですか？

A：このメールアドレスは皆様にメールを一斉送信する場合に使用するメールアドレスです。全学同窓会の【KUON】と
いうシステムを用いています。主に支部総会の案内や緊急のお知らせをする際に使用します。なお、こちらから送る
メールには必ず同窓会の連絡先や所在地なども記載しておりますので、連絡先のない怪しいメールやハガキが届
きましたらすぐに事務局までお問い合わせください。 

Q：以前、「京都大学同窓会」へ住所などの変更を伝えたのですが、「京都大学経済学部同窓会」の情報が変更されて
いないのはなぜですか？連携していないのですか？ 

A：「京都大学同窓会」は大学全体の同窓会で全学部を対象としています。「京都大学経済学部同窓会」とは組織が全
く異なります。もちろん事務員も異なりますので、登録情報に変更がございましたら大変お手数ですが「経済学部
同窓会」へも必ずお知らせください。

Q： 同窓会事務員の名前とメールアドレスが載っているメールが届きましたが、このようなメールが届くのは個人情
報が流出しているのですか？

A：まずは P27をご覧ください。 これらのメールは昨年より流行しています。通常同窓会事務局からのメールには必ず
「◯◯様」と卒業生のお名前を記載し、内容をきちんと書かせていただいております。不躾に「添付ファイルを開い
てください」といったメールをお送りすることは一切ございません。怪しげなメールが届きましたら、添付ファイルを
絶対に開封しないでください。万一、開封してしまった場合は、ホームページの【参考情報サイト】をご確認くださ
い。

　　　また名簿管理システムは、限られた者しかアクセスできず、外部からのアクセスは一切できない仕組みとなって
おります。したがって個人情報が流出しているということではございません。

Q：同窓会の年会費が支払えないので退会できますか？ 
A：年会費は「強制」ではございません。あくまでも「ご協力」という形で納めていただいており
ます。卒業と同時に「経済学部同窓会の会員」となる旨、規約で定められていますので「退
会」という規定はありませんが、同窓会からの郵便物を届かないようにすることは可能で
す。不要であれば事務局までご相談ください。

Q：昔の新聞ではなく、フルカラーの会報は、かなりお金がかかっているのではないですか？
A： 現在の会報はおよそ1冊120 円弱です。同時に広告主様より広告料 ( 協力金 )をいただい
ております。広告料で会報発行費のかなりの部分を賄えますので、とても助かっております。

同窓会
事務局通信

Vol.8

重要なお知らせ
今年度より業務日が変更になり毎週水曜日はお休みとさせていただきます。
ご連絡、お問い合わせは、水曜日を除く平日の10：00～16：00（12：00～13：00を除く）に、お願いいたします。
メール・FAXは、業務日にお返事いたします。ご迷惑をおかけしますが、何卒よろしくお願いいたします。

京都大学経済学部同窓会事務局 滝川・田村
同窓会事務局

平日（月・火・木・金）10時～16時
（12時～13時を除く）

ご利用いただける時間

法経済学部東館  3 階
075-753-3419
075-753-3508
dosokai@econ.kyoto-u.ac.jp

TEL&FAX:
T E L②:
E-mail :

コモンルームのご案内

会議スペース（要予約） コモンルーム全景（予約不要）

ご利用ください！
是非、

百万遍百万遍

正門

時計台

今出川通り今出川通り

り
通
路
大
東

京大正門前

京大農学部前

百万遍

京大正門前

銀閣寺

出町柳

東一条通り東一条通り

主要鉄道駅 乗車バス停 市バス 市バス経路等 下車バス停

京都駅
（JR／近鉄）

京都駅前
206 「東山通　北大路バスターミナル」行 「京大正門前」又は「百万遍」、医（医学科）・薬は「近衛通」、医（人間健康科学科）は「熊野神社前」

17 「河原町通　銀閣寺・錦林車庫」行 「百万遍」、理・農は「京大農学部前」、薬は「荒神口」

河原町駅
（阪急）

四条河原町①
201 「祇園　百万遍」行

「京大正門前」又は「百万遍」、医（医学科）・薬は「近衛通」、医（人間健康科学科）は「熊野神社前」
31 「東山通　高野・岩倉」行

四条河原町②
3 「百万遍　北白川仕伏町」行 「百万遍」、薬は「荒神口」

17 「河原町通　銀閣寺道・錦林車庫」行 「百万遍」、理・農は「京大農学部前」、薬は「荒神口」

今出川駅
（地下鉄烏丸線）

烏丸今出川
201 「百万遍　祇園」行 「京大正門前」又は「百万遍」、医（医学科）・薬は「近衛通」、医（人間健康科学科）は「熊野神社前」

203 「今出川通　銀閣寺道・錦林車庫」行 「百万遍」、理・農は「京大農学部前」

東山駅
（地下鉄東西線）

東山三条

206 「高野　北大路バスターミナル」行

「京大正門前」又は「百万遍」、医（医学科）・薬は「近衛通」、医（人間健康科学科）は「熊野神社前」201 「百万遍・千本今出川」行

31 「東山通　高野・岩倉」行

出町柳駅（京阪） 文・教・法・経済・工は、当駅下車東へ徒歩10分、総合人間・理・農は徒歩15分

神宮丸太町駅（京阪） 医（医学科）・薬は、当駅下車北東へ徒歩10分、医（人間健康科学科）は、当駅下車東へ徒歩5分

吉田キャンパスへのアクセス

法経済学部東館

東一条通

京大農学部前
百万遍

通
端
川

川
鴨

近衛通

旧白
川通

近衛通

熊野神社前丸太町通

春日通

通
路
大
東

今出川通

N

京阪
出町柳駅
（2番出口）

京阪
神宮丸太町駅
（5番出口）

本部構内
（西部構内）

北部構内

吉田南
構内医学部

構内

薬学部
構内

病院西
構内

京大正門前

ここです
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同窓会員の皆さま、日頃は同窓会活動につきまして、ご支援ご協力を賜り厚く御礼申し上げ
ます。
ようやく支部総会を含む様々な同窓会イベントがコロナ禍前に近い状態で開催できるよう
になってまいりました。これからの同窓会活動の方向性もしっかりと考えながら、今後も全力
を尽くしてまいりますので、お力添えいただければ幸いです。

※今年から会報編集・作成がすべて外注となりました。初めての試みですのでご迷惑をおかけ
しました執筆者の方々には、深くお詫び申し上げます。

【よくあるお問い合わせ Q＆A】
Q：支部総会などのイベント開催案内は、これまでの郵送からメール案内へと改定されていますが、迷惑メールフォ
ルダに入っていると見ることができません。他に知る方法はありますか？

A：各種情報は、ホームページでも随時お伝えしています。イベント情報以外の重要な情報も掲載していますので、リ
ニューアル版のホームページをぜひご活用ください。各支部や本部事務局からの案内につきましては、今後もメー
ルでのご案内となりますので、メールアドレスのご登録に加え、住所等に変更が生じた場合はすみやかにお申し出
ください。

Q：【no-reply@kyoto-u.ac.jp】からメールが来ました。経済学部同窓会からのメールで間違いないですか？なぜ
メールアドレスが違うのですか？

A：このメールアドレスは皆様にメールを一斉送信する場合に使用するメールアドレスです。全学同窓会の【KUON】と
いうシステムを用いています。主に支部総会の案内や緊急のお知らせをする際に使用します。なお、こちらから送る
メールには必ず同窓会の連絡先や所在地なども記載しておりますので、連絡先のない怪しいメールやハガキが届
きましたらすぐに事務局までお問い合わせください。 

Q：以前、「京都大学同窓会」へ住所などの変更を伝えたのですが、「京都大学経済学部同窓会」の情報が変更されて
いないのはなぜですか？連携していないのですか？ 

A：「京都大学同窓会」は大学全体の同窓会で全学部を対象としています。「京都大学経済学部同窓会」とは組織が全
く異なります。もちろん事務員も異なりますので、登録情報に変更がございましたら大変お手数ですが「経済学部
同窓会」へも必ずお知らせください。

Q： 同窓会事務員の名前とメールアドレスが載っているメールが届きましたが、このようなメールが届くのは個人情
報が流出しているのですか？

A：まずは P27をご覧ください。 これらのメールは昨年より流行しています。通常同窓会事務局からのメールには必ず
「◯◯様」と卒業生のお名前を記載し、内容をきちんと書かせていただいております。不躾に「添付ファイルを開い
てください」といったメールをお送りすることは一切ございません。怪しげなメールが届きましたら、添付ファイルを
絶対に開封しないでください。万一、開封してしまった場合は、ホームページの【参考情報サイト】をご確認くださ
い。

　　　また名簿管理システムは、限られた者しかアクセスできず、外部からのアクセスは一切できない仕組みとなって
おります。したがって個人情報が流出しているということではございません。

Q：同窓会の年会費が支払えないので退会できますか？ 
A：年会費は「強制」ではございません。あくまでも「ご協力」という形で納めていただいており
ます。卒業と同時に「経済学部同窓会の会員」となる旨、規約で定められていますので「退
会」という規定はありませんが、同窓会からの郵便物を届かないようにすることは可能で
す。不要であれば事務局までご相談ください。

Q：昔の新聞ではなく、フルカラーの会報は、かなりお金がかかっているのではないですか？
A： 現在の会報はおよそ1冊120 円弱です。同時に広告主様より広告料 ( 協力金 )をいただい
ております。広告料で会報発行費のかなりの部分を賄えますので、とても助かっております。

同窓会
事務局通信

Vol.8

重要なお知らせ
今年度より業務日が変更になり毎週水曜日はお休みとさせていただきます。
ご連絡、お問い合わせは、水曜日を除く平日の10：00～16：00（12：00～13：00を除く）に、お願いいたします。
メール・FAXは、業務日にお返事いたします。ご迷惑をおかけしますが、何卒よろしくお願いいたします。

京都大学経済学部同窓会事務局 滝川・田村
同窓会事務局

平日（月・火・木・金）10時～16時
（12時～13時を除く）

ご利用いただける時間

法経済学部東館  3 階
075-753-3419
075-753-3508
dosokai@econ.kyoto-u.ac.jp

TEL&FAX:
T E L②:
E-mail :

コモンルームのご案内

会議スペース（要予約） コモンルーム全景（予約不要）

ご利用ください！
是非、
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主要鉄道駅 乗車バス停 市バス 市バス経路等 下車バス停

京都駅
（JR／近鉄）

京都駅前
206 「東山通　北大路バスターミナル」行 「京大正門前」又は「百万遍」、医（医学科）・薬は「近衛通」、医（人間健康科学科）は「熊野神社前」

17 「河原町通　銀閣寺・錦林車庫」行 「百万遍」、理・農は「京大農学部前」、薬は「荒神口」

河原町駅
（阪急）

四条河原町①
201 「祇園　百万遍」行

「京大正門前」又は「百万遍」、医（医学科）・薬は「近衛通」、医（人間健康科学科）は「熊野神社前」
31 「東山通　高野・岩倉」行

四条河原町②
3 「百万遍　北白川仕伏町」行 「百万遍」、薬は「荒神口」

17 「河原町通　銀閣寺道・錦林車庫」行 「百万遍」、理・農は「京大農学部前」、薬は「荒神口」

今出川駅
（地下鉄烏丸線）

烏丸今出川
201 「百万遍　祇園」行 「京大正門前」又は「百万遍」、医（医学科）・薬は「近衛通」、医（人間健康科学科）は「熊野神社前」

203 「今出川通　銀閣寺道・錦林車庫」行 「百万遍」、理・農は「京大農学部前」

東山駅
（地下鉄東西線）

東山三条

206 「高野　北大路バスターミナル」行

「京大正門前」又は「百万遍」、医（医学科）・薬は「近衛通」、医（人間健康科学科）は「熊野神社前」201 「百万遍・千本今出川」行

31 「東山通　高野・岩倉」行

出町柳駅（京阪） 文・教・法・経済・工は、当駅下車東へ徒歩10分、総合人間・理・農は徒歩15分

神宮丸太町駅（京阪） 医（医学科）・薬は、当駅下車北東へ徒歩10分、医（人間健康科学科）は、当駅下車東へ徒歩5分

吉田キャンパスへのアクセス
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ここです
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ホームページリニューアルのお知らせ
VISAカード入会のご案内
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経済学部同窓会ではホームページにより本部及び各支部の活動をご案内ご報告しております。
各種イベントの詳細につきましては、ホームページをご覧ください。
今年度も会報に住所不明の方の氏名を掲載しておリますが、ホームページ内にも掲載しております。

①青枠のバナーをクリックすると、住所不明者一覧のリンクがありますので、下のパスワードをご入力の上、
Excel ファイルの中身をご確認ください。

②図 2の「住所不明者連絡票」にご記入の上、メール添付、FAX、郵送にて同窓会事務局までお知らせください。
住所判明者が複数人いらっしゃる場合は事務局までご相談ください。

③住所・勤務先など、ご自身の情報が変更になられた場合は赤枠をクリックして図 1の「個人情報変更届」にご記
入の上、正確を期すために、メール添付、FAX、郵送にて同窓会事務局までお知らせください。

住所不明者一覧パスワード・・・ 
なお、会報を処分される際は、このページをシュレッダー等で破棄してください。

図２図１
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VISA カード

VISA ゴールドカード

京都大学経済学部同窓会
VISAカード入会のご案内

京都大学経済学部同窓会は、三井住友カード株式会社と提携し、京都大学経済学部卒業生のみが加入できる「VISA
カード」を発行しております。デザインは経済学部 70周年記念に使用した写真（飯野春樹氏撮影）を図案化したもので、
同窓会は、このカードの発行により、カード利用額の一部を提携手数料として受け取ることができ、財政基盤確立の
一助となっています。
会員の皆様におかれましても同窓会の年会費をこのカードにより自動振替（※1）とすることができ、大変便利かと存

どうか本カードの趣旨をご理解のうえ、お申込み頂ければ幸いです。

京都大学経済学部同窓会　理事長　依田高典

総合博物館（京都大学） 白浜水族館（京都大学）

ワタベウェディング（株）
（旅行会社などの取引先販売店による挙式申込は対象外）

（衣裳込みパッケージ、衣裳予約システムおよび現地レンタル衣裳は対象外）
京都和婚のみ特別特典あり（詳しくは京都本店ご来店時にお問い合わせください）

（衣裳込みパッケージは対象外）

対象者 カード会員本人と家族（2親等以内）

山ばな　平八茶屋 対象者 ５名まで適用

リーガロイヤルホテル京都

（上限４名まで）と記念写真を無料提供

加越 （造り酒屋）

「月のかがやき酒セット」京大特価6,000円（税込、送料・代引手数料無料）をさらに100円お値引きにて提供
　･酒峰加越 朱ノ吟 大吟醸酒 720ml　･加賀ノ月 満月 純米吟醸 720ml

※「月のかがやき酒セット」はメール注文のみのお得な特別セット

者
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ご入会方法

QRコードからのお申し込み

VISAカードの申込方法がオンラインのみとなりました。
ご入会は以下のいずれか一つを選択し、お申し込みください。

ホームページのVISAカード入会のバナーをクリック。
ログイン画面が出てくるので、ユーザー名とパスワードを入力してクリック。

こちらからアクセスしていただきお申し込みください→

こちらのURLからアクセスしていただきお申し込みください。
https://www.smbc-card.com/nyukai/affiliate/dokoclub/index.jsp

(※1）自動振替を希望された方のみ

（メール注文の際に、京都大学経済学部同窓会VISAカード会員である旨をご記載ください）
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御 礼

お願い

同窓会年会費 納入のお礼とお願い

昨年度（令和4年3月～令和5年3月）の年会費を納入していただきました皆さま方には、いつも同窓
会の運営につきまして、ご理解ご協力賜わり、心より御礼申し上げます。

令和5年度（令和5年4月～令和6年3月）の同窓会年会費5,000円を同封の払込用紙をご覧の
上、何卒ご協力賜わりますよう、お願い申し上げます。

御 礼

お願い

◆令和5年3月18日に行われました野澤正徳先生の米寿の御祝いの会にご参加の京都大学名誉教
授野澤正徳先生ゼミナールOBの方 よ々り、60,000円をご寄付いただきました（2１ページに記事記
載）

◆令和5年5月26日、昭和34年卒業生同窓会「山紫会（西日本）」様より80,000円をご寄付いただき
ました。

皆さまからの寄付金は「同窓会活動の資金」として大切に使用させていただきます。
この場をお借りし、ご寄付いただきました卒業生の皆さまへ厚く御礼申し上げます。

ゼミ会・クラス会等で余ってしまったお金を経済学部同窓会へご寄付いただきますと大変有難く存
じます。もちろん、使用目的・用途を明確にし、ご寄付いただきました方々のゼミ名・卒年・クラス名等を
記載して、皆さまに会報やホームページ等でお伝えしたいと思っております。
皆さまのご理解とご協力の程、何卒よろしくお願い申し上げます。
※会報への掲載の可否については必ずお伺いしておりますのでご安心ください。

同窓会へのご寄付について

コンピュータウイルス
「Emotet」 に関する注意喚起

日本中でマルウェアEmotet（エモテット）感染拡大が確認されており、本学宛にもパスワード付きZIPファイル
が添付された不審メールが多数届いています。

メールに添付される添付ファイルはマルウェアです絶対に開封しないでください

★参考情報サイトを「京都大学経済学部同窓会ホームページ」に掲載しております。
　そちらのURLよりご確認ください。

添付ファイルを
クリックしてしまったら

Emotetの可能性のあるファイルをクリックしてしまった
時、すぐに対応することが重要ですので、速やかに以下を
実施してください。
・ネットワークから切り離す。有線LANで接続している場合は
LANケーブルを抜く。無線LANで接続している場合は無線
LANを無効にする。

以下の作業は、ネットワークに接続せずに実施してください。
・ウイルス対策ソフトで完全スキャンを実施する。（詳しくは経
済学部同窓会ホームページに記載の参考情報サイトをご確
認の上その指示に従ってください）

未然に防ぐために

・差出人メールアドレスが、普段やり取りしているメールアドレ
スであることを確認する（なりすましの可能性）。

・添付ファイルは、原則として開かない（zipファイルによる攻
撃が非常に多い）。

・差出人が見知ったメールアドレスであっても、メールの件名
や本文に少しでも不審な点を感じたら、添付ファイルは絶対
に開かない（差出人が感染している可能性）。

・攻撃手法は日々 進化するため、Windows Defenderを含
む従来のウイルス対策ソフトでは、Emotetの感染を防止で
きない可能性が高いので、安心しすぎない。

ご注意ください！

エンブレムがない等の不審な郵便物が
届いた場合は、至急経済学部同窓会事
務局までお問い合わせください。

数年前に、ある出版業者から卒業生の元へ、『職業別同窓名鑑(文学部・経済学部)発刊のお知らせ』と題す
る往復ハガキが届いたという事例がありました。これは、最新の個人情報の提供と同窓名鑑の購入を呼びかけ
るものですが、この出版業者と京都大学経済学部および経済学部同窓会は一切関係がございません。今後も
業者名を変えて、同様の手段で個人情報の提供や名簿購
入の依頼等が届く可能性がありますが、返事や振り込み等
をなさらないように十分ご注意願います。
経済学部同窓会からの正式な郵便物には、京大のエンブ

レムを印刷するようにしております。

京大エンブレム

ご寄付・名簿リスト・会報記事についての
お問い合わせは同窓会事務局へご連絡ください。

TEL①/FAX：075-753-3419
TEL②：075-753-3508  
Email dosokai@econ.kyoto-u.ac.jp
月・火・木・金 　10：00～16：00（水・土日祝／休）

「名簿リスト」の提供サービス
平成29年度の同窓会理事会・総会において、個人情報保護の観点から「卒業生名簿」の発行を当面見合わせる旨

の決定がなされ、平成30年発行の同窓会報21号で皆様にご報告いたしました。経緯および決定に至った詳細につき
ましては会報21号の27ページをご参照ください。
その折にもお知らせしましたが、「卒業生名簿」配布に代わるサービスとして、同窓会事務局で管理している「名簿リ

スト」（ゼミ単位、卒業年単位）を送付いたします。ただし、このサービスは年会費を納入いただいている方のみとさせて
いただきます。
ご利用目的をご連絡いただき、ご本人確認ができましたら、郵送にて送付いたします。
同窓会事務局では皆様のご協力のもと、常に名簿データをアップデートしておりますので、５年ごとに発行しておりま

した「卒業生名簿」と比べ、より新しく正確なリストを提供することができます。
つきましては、このサービスによる「名簿リスト」に住所・電話番号等の個人情報の掲載を希望されない方は、同
封の総会出欠用紙の下にある「非公開」に◯を付けて、ご返送いただきますようお願いいたします。
●名簿リスト送付についての注意事項●
①基本的には「ゼミ会」「クラス会」をされる幹事の方（利用目的が明確）に対して「名簿リスト」をご提供いたします。
②特別な事情がない限りお一人につき年1回の送付とさせていただきます。
③「名簿リスト」が必要な方は利用目的を明確にしてください。利用目的・ご本人確認ができ次第、郵送いたします。
　※ただし同窓会の年会費納入者のみとさせていただきます。セキュリティの都合上、メールでの送付は承っており
ません。
④非公開に〇を付けられても名簿管理データから住所等が消えることはありません。会報や支部総会の案内は届
きますのでご安心ください。ご意向が変わられた場合は元に戻すことも可能です。
⑤非公開に〇をつけられていない場合や、「連絡先等変更届」の返信がない方は「名簿リスト」に掲載いたしますの
で何卒ご了承ください。

KYOTO UNIVERSITY  28



御 礼

お願い

同窓会年会費 納入のお礼とお願い

昨年度（令和4年3月～令和5年3月）の年会費を納入していただきました皆さま方には、いつも同窓
会の運営につきまして、ご理解ご協力賜わり、心より御礼申し上げます。

令和5年度（令和5年4月～令和6年3月）の同窓会年会費5,000円を同封の払込用紙をご覧の
上、何卒ご協力賜わりますよう、お願い申し上げます。

御 礼

お願い

◆令和5年3月18日に行われました野澤正徳先生の米寿の御祝いの会にご参加の京都大学名誉教
授野澤正徳先生ゼミナールOBの方 よ々り、60,000円をご寄付いただきました（2１ページに記事記
載）

◆令和5年5月26日、昭和34年卒業生同窓会「山紫会（西日本）」様より80,000円をご寄付いただき
ました。

皆さまからの寄付金は「同窓会活動の資金」として大切に使用させていただきます。
この場をお借りし、ご寄付いただきました卒業生の皆さまへ厚く御礼申し上げます。

ゼミ会・クラス会等で余ってしまったお金を経済学部同窓会へご寄付いただきますと大変有難く存
じます。もちろん、使用目的・用途を明確にし、ご寄付いただきました方々のゼミ名・卒年・クラス名等を
記載して、皆さまに会報やホームページ等でお伝えしたいと思っております。
皆さまのご理解とご協力の程、何卒よろしくお願い申し上げます。
※会報への掲載の可否については必ずお伺いしておりますのでご安心ください。
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数年前に、ある出版業者から卒業生の元へ、『職業別同窓名鑑(文学部・経済学部)発刊のお知らせ』と題す
る往復ハガキが届いたという事例がありました。これは、最新の個人情報の提供と同窓名鑑の購入を呼びかけ
るものですが、この出版業者と京都大学経済学部および経済学部同窓会は一切関係がございません。今後も
業者名を変えて、同様の手段で個人情報の提供や名簿購
入の依頼等が届く可能性がありますが、返事や振り込み等
をなさらないように十分ご注意願います。
経済学部同窓会からの正式な郵便物には、京大のエンブ

レムを印刷するようにしております。

京大エンブレム

ご寄付・名簿リスト・会報記事についての
お問い合わせは同窓会事務局へご連絡ください。

TEL①/FAX：075-753-3419
TEL②：075-753-3508  
Email dosokai@econ.kyoto-u.ac.jp
月・火・木・金 　10：00～16：00（水・土日祝／休）

「名簿リスト」の提供サービス
平成29年度の同窓会理事会・総会において、個人情報保護の観点から「卒業生名簿」の発行を当面見合わせる旨

の決定がなされ、平成30年発行の同窓会報21号で皆様にご報告いたしました。経緯および決定に至った詳細につき
ましては会報21号の27ページをご参照ください。
その折にもお知らせしましたが、「卒業生名簿」配布に代わるサービスとして、同窓会事務局で管理している「名簿リ

スト」（ゼミ単位、卒業年単位）を送付いたします。ただし、このサービスは年会費を納入いただいている方のみとさせて
いただきます。
ご利用目的をご連絡いただき、ご本人確認ができましたら、郵送にて送付いたします。
同窓会事務局では皆様のご協力のもと、常に名簿データをアップデートしておりますので、５年ごとに発行しておりま

した「卒業生名簿」と比べ、より新しく正確なリストを提供することができます。
つきましては、このサービスによる「名簿リスト」に住所・電話番号等の個人情報の掲載を希望されない方は、同
封の総会出欠用紙の下にある「非公開」に◯を付けて、ご返送いただきますようお願いいたします。
●名簿リスト送付についての注意事項●
①基本的には「ゼミ会」「クラス会」をされる幹事の方（利用目的が明確）に対して「名簿リスト」をご提供いたします。
②特別な事情がない限りお一人につき年1回の送付とさせていただきます。
③「名簿リスト」が必要な方は利用目的を明確にしてください。利用目的・ご本人確認ができ次第、郵送いたします。
　※ただし同窓会の年会費納入者のみとさせていただきます。セキュリティの都合上、メールでの送付は承っており
ません。
④非公開に〇を付けられても名簿管理データから住所等が消えることはありません。会報や支部総会の案内は届
きますのでご安心ください。ご意向が変わられた場合は元に戻すことも可能です。
⑤非公開に〇をつけられていない場合や、「連絡先等変更届」の返信がない方は「名簿リスト」に掲載いたしますの
で何卒ご了承ください。
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何卒、皆さまのご協力をお願いいたします。

　　
　　

　　
卒業年、氏名（フルネーム）、ご存知の情報を、正確を期すためにできるだけ読みやすい大きな文字
で丁寧にお書きください。　

FAXでのご連絡

FAX番号　075-753-3419（終日受付）

　　
　　

　　

　　
　　

　　卒業年、氏名（フルネーム）、ご存知の情報を明記のうえ、上記アドレスへ送信してください。

Eメールでのご連絡

dosokai@econ.kyoto-u.ac.jp

お知らせいただく際は以下のいずれかの方法でお知らせください。

ここにお名前のある方は、現在ご住所等が不明になっている方です。
同期やお知り合いの方で、連絡先やご住所をご存知の場合は、同窓会事務局までご連絡くだ
さい。

ご本人様の了承を得た上でご連絡いただくか、ご本人様から直接同窓会
事務局までご連絡くださるようお伝えください。

※前回、会報第 25号に住所不明者を掲載した際に、ご協力いただきました皆さまのお陰
でたくさんの方の連絡先が判明いたしました。誠にありがとうございました。

住所不明者リスト
事務局まで是非、お知らせください

探しています！！
にならないために住所不明転居等による

パターン1 ・ 2でお願いします

パターン1 ・ 2が困難な場合

やむを得ず、お電話をいただく場合は、１～２名の不明者のご連絡に限り
承りますので情報をお手元にご用意のうえ、お電話ください。

新住所を同封の連絡先等変更届・メール・お電話にてお知らせください。1
パターン

実家に居住中の方（親族等）のフルネームをメール・お電話
にてお知らせください。連名で差し出すと実家へ届きます。2

パターン

上記はいずれも日本郵便(株)に確認済みです。

転送期間は1年間です。転送期間終了後はすべての郵便物が差出人へ返還されます。

· · · · ·これから郵便局へ転居届を出される方［市区町村の転居届ではありません］
転居届の旧住所欄に「実家住所」を記入しないでください。3

パターン

すでに郵便局へ転居届を出された方 ［市区町村の転居届ではありません］· · · ·· · ·
· · ·

· · ·

4
パターン

もう一度郵便局へ転居届を出してください。その際、新住所欄に「実家住所」を記入してください。

実家からの転出扱いにならない（形式上）

ご存知ですか？
実家に届いた郵便物を
無料で転送できます

の上に　　　を貼ってポストに投函新住所実家住所

· · · · ·※旧住所欄には何も記入しないでください

パターン3
を実行

※住所変更した
　郵便物は
　新居へ届く

本人の名前は
郵便台帳に登録される

本人居住
新居

本人の名前は
郵便台帳から消える

※住所変更していない
　郵便物は（1年後）
　差出人へ返還される

実家

※住所変更した
　郵便物は
　新居へ届く

本人の名前は
郵便台帳に登録される

本人居住
新居

本人の名前は
郵便台帳に残る

※住所変更していない
　郵便物は
　実家へ届く

実家

実家への転入扱いとなる（形式上）

パターン4
を実行

※住所変更した
　郵便物は
　新居へ届く

本人の名前は
郵便台帳に登録される

本人居住
新居

本人の名前は
郵便台帳から消える

※住所変更していない
　郵便物は（1年後）
　差出人へ返還される

実家

※住所変更した
　郵便物は
　新居へ届く

本人の名前は
郵便台帳に残る

本人居住
新居

本人の名前は
郵便台帳に復活する

※住所変更していない
　郵便物は
　実家へ届く

· · ·卒業後、下宿先から転居
された方は、旧住所欄に
下宿先を書き、新住所を
必ず同窓会事務局までメ
ール・お電話にてお知ら
せください。

ご注意
実家住所 新住所

本人が住んで
いなくてもOK

実家
本人が住んで
いなくてもOK
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Dr.HIGASHIDA’s
PUZZLE

1
4 8

5 3
3 7

5 5
2

6 6 4 1 8 8
6 6 4 4 4 8
5 6 3 8 8 8
5 6 3 3 8 7
5 5 7 7 8 7
5 2 2 7 7 7

7 7
5 7

4 4
2 5

3 4
1 3

1984 年生まれ。京都大学法学部に入学後、総合人間学部に転
学部して卒業。
京都大学大学院人間・環境学研究科にて、日本で唯一のパズル
学での博士号を取得。
2019年に起業し、京都市上京区で「京大東田式パズル教室」を運営。
全国 47都道府県を自作パズルのビラ配りで周り、「ビラがパズルの人」とも呼ばれる。
フジテレビの『今夜はナゾトレ」など、テレビ・ラジオでもパズルを出題している。
著書に『京大博士のパズルに挑戦』（京都新聞出版センター）、『京大東田式天才パズル』（青春出版社）など。

株式会社東田式パズル研究社代表取締役社長として、京大東田式パズル教室を運営。
『京都新聞ジュニアタイムズ』『朝小かぞくの新聞』『ニュースがわかる』などでパズルの連載を行っています。

『
東
田
は
か
せ
の
京
大
こ
ど
も
パ
ズ
ル
』

（Gakken

）

『
京
大
東
田
式
天
才
パ
ズ
ル
』

（
青
春
出
版
社
）

株式会社東田式パズル研究社
代表取締役社長
東田  大志

東田さんのパズルに挑戦

黄色いマスに入る数字の合計は？

パズルが解けた方は、「連絡先等変更届」に答えをご記入下さい。

同窓会オリジナルグッズ（4点セット）をプレゼント！
正解者の中から抽選で10名様に総会でお配りしている

秋本 陸男様　池田 裕夫様　音代 明徳様　菊川 忠雄様　草場 英夫様　谷口 浩章様　坪井 　清様
寺尾 　駿様　中野 佳信様　野澤 正徳様　馬場 　茂様　林　 敏雄様　廣﨑 　睿様　政狩 明好様
松波 拓見様　水野 幸雄様　宮武 義幸様　森村 　武様　矢野 正躬様　横田 智彰様

前号の当選者前号の
パズルの答え

50音順

つながりま数

例題 例題の答え

すべてのマスの中に１～８の数字のどれかを入れます。
１は１個、２は２個、３は３個、４は４個、５は５個、６は６個、７は７個、
８は８個入ります。
同じ数字は、すべて縦横にとなり合うように入ります。

問題

CHALLENGE

32
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例題 例題の答え

すべてのマスの中に１～８の数字のどれかを入れます。
１は１個、２は２個、３は３個、４は４個、５は５個、６は６個、７は７個、
８は８個入ります。
同じ数字は、すべて縦横にとなり合うように入ります。

問題

CHALLENGE
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